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   午前10時00分 開議   

○議長（浅沼幸雄君） おはようございます。

これより本日の会議を開きます。 

────────────────── 

日程第１ 一般質問 

○議長（浅沼幸雄君） これより本日の議事日

程に入ります。 

日程第１、一般質問を行います。 

順次質問を許します。 

10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君） おはようございます。多

田勉でございます。通告にしたがい、大項目３

点について質問をいたします。なお、市長にお

かれましてはまだ任期途中でありますので、普

段のとおり私は質問をさせていただきます。 

大項目１点目、鱒沢地区センターの整備に
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ついてであります。 

このことについては、６月定例会でも質問

させていただきましたが、再度質問をし市長か

ら具体的な見解を伺ってまいります。 

振り返れば、市村の合併協議に際して宮守

町は一つという協議が進められてきたというふ

うに私は認識をしております。市長はそれを３

地区に分けた地区センター構想を立て、その体

制はおおむねでき上がってはおりますが、鱒沢

地区センターにおいては、いまだその行き先が

見えてまいりません。市長は過去に、鱒沢地区

の皆さんに「鱒沢地区センターを整備する」と

言ってまいりました。それを信じてきたにも関

わらず、見ての通り見通しすら示されておりま

せん。信じてきた地区市民はどのような思いで

いるのか、その立場に立って考えてほしいと思

います。 

それでは質問に入ります。鱒沢地区セン

ター整備については、鱒沢地区センター整備検

討案で平成29年12月13日に市民センター市民協

働課が示したスケジュールが示されております。 

第１期事業として平成29年度、地元住民の

御理解と御協力のもとに用地の測量、用地取得、

そしてセンター整備構想策定、平成30年度から

31年度にわたっては既存施設及び隣接する民有

物件の解体、敷地造成、建築設計、建築工事、

そして31年度にはオープンという運びのスケジ

ュールが示されておりました。 

そして、令和２年度以降の第２期工事では

残っている老人憩いの家解体、コミュニティ広

場の整備と説明をなされてまいりました。 

しかしながら、令和３年９月現在、進めら

れてきたのは用地の取得と民有物件の解体のみ

であります。 

これまでに至ってもなお進んでいない理由

をお伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君） 本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君） 多田勉議員の一般質問

にお答えをいたします。 

鱒沢地区センターの設置等につきまして、

ただいま御質問にありましたとおり６月定例市

議会においてもこの場でそれぞれの取り組み状

況等については、御答弁申し上げているところ

であります。 

また、これまでの経過、いうところのそれ

ぞれの平成29年度からさまざま整備検討委員会

を立ち上げながら取り組んできた。その後、用

地交渉を行ってきた。あれだけの用地として確

保できたわけでございますから、それをしっか

りと利活用というなかに位置付けなければなら

ない。この用地取得の経緯等につきましても多

田議員も十分御承知のとおりのことというよう

に思っております。地元の民間企業からも提供

いただいたというなかで、あれだけの用地を確

保したということであります。 

そのようなことを踏まえまして、三つの点

がやっぱりこれまでのしっかりとした対応をし

なければならないというポイントでありました。 

一つは、人口減少化への対応であります。

鱒沢保育園、あるいは鱒沢小学校、児童数も少

なく今後どのように位置付けるかということに

つきましては将来の見通しをしっかり持たなけ

ればなりません。何とかあのエリアに定住人口

といったようなもの、あるいは交流人口の一つ

の更なる受け皿といったようなものを見出せな

いだろうかということを考えたわけであります。 

二つ目は、御案内のとおり釜石自動車道が

全通をいたしました。そのなかにおきましてい

うところの国道107号、小友から住田を通り高

田、大船渡につながる国道107号という基幹道

路があります。これの結節点であります。 

そのようななかで交通の一つの要衝として

防災の面からもあのエリアを何とかもう少し多

目的に使えないだろうか、多用途に使えないだ

ろうかと。 

そして三つ目は、これはやはり大きな課題

でありました。鱒沢地区には多田議員御案内の

とおりであります、荒谷前、船渡、柏木平、迷

岡にそれぞれ地区ごとにしっかりとした施設が

整えられている。したがいまして、この他のこ

ういった施設との、いうところの有機的な連携、
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これをどのように講じていくのがいいだろうか

ということについても、やはり検討しなければ

なりませんでした。これは決してこの鱒沢地区

にこれは限ったことではありません。人口減少

そういったなかにおきまして、これは多くの地

域も抱えている将来を見据えながらモデル的な

地区センターといったものに持っていけないだ

ろうかというような思いがありました。 

よって、この鱒沢地区センターの整備にあ

たっては、単なる一施設の整備ではなく地域全

体を見渡し、支え合う小さな拠点というなかで

のさまざまなコミュニティを維持する、そのよ

うなよりどころとしての鱒沢地区センターを見

出せないだろうか、まさにモデルとなる、そし

てコンパクトな多用途なそのような利用施設に

持っていけないだろうかということでさまざま

な議論を重ねてきたという経緯があるわけであ

ります。 

その辺を踏まえて、令和３年度の当初予算

にこれまでの地元の住民の方々の必死な思い、

そしてまた、この地区センターに寄せる期待、

それにしっかりと答えながらという部分で基本

構想を改めて見直しをしながらというよりもた

たき台をしっかりと見直ししながら基本構想と

してそれを踏まえながら実施設計のほうに持っ

ていくというなかで、当初予算の中におきまし

て約400万円ほどでありますけども、予算を計

上してその構想のより明確化・具体化、そして

地域住民の方々のコンセンサス・合意を得ると

いうそのような今過程にあるということでござ

いますので、よろしく御了解いただければと思

っております。 

○議長（浅沼幸雄君） 10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君） 全く今の市長の答弁は、

６月議会の私の一般質問と同じ答弁であります。

何ら変わりのない御答弁をいただきました。 

私は、６月議会の市長の答弁に対し、地区

センターは地区センターであり、そのほかの定

住関係の事業については別物だと私はその認識

をお話ししております。なぜそれが全然見えて

こない。６月議会から３カ月経ちましたが、ま

だまだ私は期待を持てるような市長の答弁では

ないというふうに感じました。 

ただいまの市長の答弁では、人口減少や定

住人口それから鱒沢保育園他の施設との有機的

な方向性をそのようなことから議論を重ねてき

たという御答弁でありましたが、今後鱒沢地区

センター整備に向けた確かな方針について再度

市長の御答弁をお願いします。 

○議長（浅沼幸雄君） 本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君） 再度ということであり

ましたけども、当初予算で計上しております40

0万の予算を活用しながら地域住民の方々とし

っかりと将来を見据えた望ましいモデルとなる

ような持続可能なコミュニティのよりどころと

なるようなそのような構想をしっかりとまとめ

あげながら、実施設計のほうに持っていくって

ことになろうかと思っておりますので、総合計

画後期５カ年計画の中においても、その旨をそ

の事業としてしっかり位置付けているところで

ございますので、あとはそれぞれの手順を地域

住民の方々との話し合いのなか、協議のなかで

合意形成を行いながら、一つひとつ実現に向け

て踏み出す。ただ、いつまでも先送りはできな

いってことは私自身も十分理解をしております

ので、しかしやはりこの鱒沢保育園なり鱒沢小

学校の状況等を見るに、先ほどの答弁と繰り返

しになりますけども、他の施設との有機的連携

といったことを踏まえれば、やはり一つの望ま

しい姿というものは必ず見出すことができるん

じゃないのかなと思っておりますので、それに

全力をあげるってことに尽きるかというように

思っております。 

○議長（浅沼幸雄君） 10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君） ただいまの市長の答弁で

さまざまな先ほどから同じような答弁でありま

すが、私は何回も申し上げますが保育園と今は

小学校の話もありましたが地区センターと小学

校は私は関係ないと思ってます。 
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それから合意形成の話もありましたが、今

後いろんなそういった総合的な考えのもとに地

区との合意形成を図っていくというような話を

今いただきました。合意形成は前に済んでるは

ずです。当初地区センター構想を出して鱒沢地

区センターを整備すると言った時からもう合意

形成はできてるはずなんですよ。それをこれか

らまた、合意形成を図るというと、私はとても

そういう状況になってるというふうには理解で

きません。 

そしてまた、現在予算計上されている400万、

これを基に実施設計のほうにつながるというふ

うな御答弁でありますが、しからばその400万

の基本設計の進捗状況、今どのようになってい

るのかお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君） 本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君） これは繰り返し申しま

すけども、鱒沢の今のこの一つの現状といった

ようなものは何も鱒沢だけの特異な現状ではな

い。他の地域でもこの少子高齢化・人口減少と

いう波が押し寄せてるわけでございますから、

他の地区においてもそれぞれの施設とどう連携

を取るのか、それぞれの例えば繰り返しになり

ますけども、さまざまなこの保育園であるとか、

あるいは小学校そのようなものとどう連携を図

っていくのか、これが非常にやはり考えなけれ

ばならない課題の一つではないかなというに思

っているが故にそのような形での認識を申し上

げているわけであります。 

そういったなかで、この400万はどうなって

るだろうかという御質問でありました。これに

つきまして、現在取得用地の全体整備を含む基

本計画の作成に係る費用を年内をめどにという

ことになりますけども、やはりできれば前倒し

でいかなければならないかと思っておりますけ

ども、その手続きを既に取っておるということ

であります。 

それを踏まえて、そのなかにおいては地域

に説明するようなこの実施設計にかかるあるい

は建設にかかる内容等についても、もう少し明

確に見えることができるかと思っておりますの

で、それを踏まえながら少しでも前倒しに地域

の皆様との話し合いといったものに全力をあげ

ていくことになるんではないのかなというよう

に思っております。 

○議長（浅沼幸雄君） 10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君） 今の御答弁を聞いている

と、だんだんにこう私の期待が薄れていくよう

な気がしてなりません。 

市長のいう人口減少そういったものを考慮

しながらという話しでありますが、遠野市全体

が減少傾向になっている。その人口減少を問う

のであれば、今後鱒沢地区センター整備の期待

というのはどんどん薄まっていくというふうに

私は今市長の答弁を聞いていて感じました。全

然もう初期の計画からだいぶ逸れてしまってい

る。私はこれが本当の遠野の発展計画ですか。

私は疑います。 

それでは伺いますが、基本設計今取り組ん

でいる。実施設計の発注はいつを予定している

のか、市長お答えください。 

○議長（浅沼幸雄君） 本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君） これまでの経過のなか

で地域住民の方々との議論を何度も重ねてきた

ということは御案内のとおりであります。 

したがって、言うところのたたき台はでき

ている、地域住民の皆様の思いといったものも

しっかりその中に書き込まれてあるってことは

十分踏まえながら、ただいま繰り返しになりま

すけども、鱒沢地区まちづくり計画といったよ

うなものもこの「暮らしの安心づくり事業」で

あるとか「地区サロン事業」であるとか、ある

いは「地元食材教室」であるとかといったよう

なアイデアも含めていろいろ提案をされてきて

いるところでございますから、そのようなこと

をしっかりとまとめあげて、いうところの実施

設計に踏み込むということになるのではないの

かなと思っておりますので、繰り返しになりま

すけども、自治会の皆様とのしっかりとした話
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し合いのなかからそれを見出していくというこ

とになろうかと思っておりますので、これも繰

り返しの答弁になりますけども、御了承いただ

ければと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君） 10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君） そのとおり繰り返しの答

弁でありますが、まちづくり計画などの今の話

であれば、それを進めていくということになれ

ば、なおさら地区センターの必要性が増してく

ると私は思います。 

鱒沢地区民の意見を集約してそれをまとめ

あげながらそこのまちづくり計画を作っていく

ということだと思いますが、そうであればなお

さら鱒沢地区センター、鱒沢地区への設置それ

が非常に大事になってくるというふうに私は思

うんですが、なかなか市長はそのところに答え

てはいただけません。なんでこのように逸れて

しまったのか、私を含め鱒沢地区の皆さんは非

常に不思議に思うところだというふうに思いま

す。 

それで角度を変えますけれども、そうやっ

て市長が今総合的なプランを練りながら、鱒沢

地区センターに限らず整備をしていくというふ

うな考えのようですが、ますます財源の厳しい

折の遠野市、事業費がかさむはずです。 

鱒沢地区センターとそれらの付随する市長

の言う計画を実行に移す際のそれに伴う整備、

予算そういったものに対する根拠、私は非常に

厳しい遠野の状況だというふうに理解していま

すが、市長がおっしゃるような答弁していただ

いているようなことが実現可能であれば、その

予算確保にどこにその根拠があるのかお示しを

していただきたいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君） 本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君） これからの持続可能な

コミュニティといったようなところをわれわれ

はしっかりと見出していかなければなりません。

単なる施設がありきではないというところを踏

まえながら繰り返しますけども、これも抽象的

な表現になろうかと思っていますけども、有機

的な連携を取るようなそのような一つのよりど

ころとしての地区センターのありようといった

ようなものを、やっぱり見出していかなければ

ならないのではないのかなということで、それ

に関わるさまざまな検討・議論・材料、それは

いろいろ示されております。 

それをしっかりと整理整頓しながら地域住

民の方々の合意を得るというところに今辿りつ

いているわけでございますから、この部分での

一つのしっかりとした連携を図りながら「いい

ものができた」「これがモデルになる」「これ

が一つのあるべき地区センターだ」、まさに地

域住民のよりどころとなるという部分を必ず私

は見出すことができるんじゃないのかなという

ように思っておりますので、それに関係者が全

力をあげるというなかにおきまして、この９月

１日で、遠野産材を活用し温もりのあるそのよ

うな地区センターに持ち込めないだろうかとい

うことを一つの切り口といたしまして、御案内

のとおりふるさとの森を育み木と暮らすまちづ

くり条例といったようなものを制定をしている

ところでございますから、そのような切り口の

中でということで農林課の職員を木工団地との

連携を図るという意味も込めまして、９月１日

でこの鱒沢地区センターのプロジェクトに向き

合ってほしいということで人事異動も行いなが

ら、その体制づくりに取り組んでいるところで

ございますので、ひとつ御協力をいただければ

ってことをお願い申し上げまして答弁といたし

ます。 

○議長（浅沼幸雄君） 10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君） なかなか私の質問に沿っ

て近づいていただけませんが、もう１回聞きま

すが、市長の考えとしては地域に対する説明を

大事でありますけれども、遠野市としていつを

目途にこの地区センターあるいは市長が言って

いるさまざまな附帯する整備、もう１回確認さ

せていただきますが、いつ頃をめどに考えてい

らっしゃるのか、もう１回お願いします。 
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○議長（浅沼幸雄君） 本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君） 答弁の繰り返しになろ

うかと思っておりますけども、まさにモデルと

なるような他の地域の方々からも「いい施設が

できたね」というようなモデルになるような、

そのようなものに全力をあげて皆さんのまさに

知恵とさまざまな何と申しますか、アイデアと

いったようなものをその中に形にするというと

ころに持ってくっていうこともまた一つの鱒沢

地区センターの整備のあり方のスタンスではな

いのかなというように思っておりますので、繰

り返しの答弁になりますけども、それをみんな

の力で実現させていきましょう。みんなでアイ

デアを出し、そしてさまざまな提案を行い、

「こうすればよくなる、こうすればもっとよく

なる」こうなれば鱒沢地区のコミュニティとい

ったもののしっかりとしたよりどころになると

いうところの、やはり協議であり話し合いがや

はり大事である。なんでもそうでございますけ

ども、予算がつけば建つんだ・建てられるんだ

ってことではない。 

いろんな意味においてはもちろんそれも一

つの大事な取り組みでありますけども、ない所

に新たな地区センターということになるわけで

ございますから、やはりこれからのコミュニテ

ィのあり方を展望した、そのような施設のあり

方というようなものをやはりみんなで考えなけ

ればならないんじゃないのかなということをお

願い申し上げているわけでございますので、御

理解いただければと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君） 10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君） 全然もう計画がありませ

んねこれ。市長の答弁聞いてると計画が全くな

い。 

普通、行政の発展計画それらを踏まえれば

必ずいつ頃を目途に整備を進めていくんだと、

そのために関係部署一丸となってそれに取り組

むんだというのが私は行政の機能だと思います。

市長、違いますか。市長も長年行政マンやって

きた方ですから十分御承知のことだと思います

が、非常に市長の答弁を聞いていると私は期待

薄だと、残念でなりませんが、市長はよりどこ

ろがない状況が続いていると私は思いますよ。

よりどころとしてというふうな話ありますが、

今の鱒沢地区にはよりどころがまだない。そう

いう現実をしっかりと私は理解をして認識をし

ていただきたい。 

それでは、鱒沢地区センターに対する地区

センター機能、この機能の提供、地域住民に対

する提供格差、こういったものについて伺いた

いと思います。 

新型コロナウイルス感染拡大を受けて、市

ならびに医師会ほか関係者の皆様におかれまし

ては、ワクチン接種の業務等に昼夜にわたる御

尽力をいただいております。このことに対して

敬意と感謝を申し上げる次第であります。 

そこで、遠野市では接種対象者の年齢を引

き下げ、今実施されている集団接種ではネット

予約を中心に行われております。 

そのネット予約の手続きの支援窓口は各地

区センターにも設置されております。問題なの

は、鱒沢地区は地区センターがないがために宮

守総合支所となっております。鱒沢地区の市民

は宮守に行きなさいと言ってるようなことです

よ。 

このような市長が本来求めているそういっ

た市民サービス、その辺のことはですね大変私

は残念でなりませんが、地区センターがいまだ

に整備されていないことによって、そういうふ

うな明らかに他地区との格差を生じておるとい

うふうに感じております。 

行政はいかなる時も公平公正の精神に基づ

き、市民福祉の向上を目指し、市全体の均衡あ

る発展に資するべきものと私は認識をしており

ます。 

このような事態を生んでいることに市長の

説明を求めたいというふうに思います。 

○議長（浅沼幸雄君） 本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君） まさにこれまで経験し
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たことのない新型コロナウイルス感染症にウイ

ルスに向き合うために、市民の命と健康、そし

て暮らしを守るというところに全力をあげてい

るわけでございます。そういったなかにおいて

各地区センターもしっかりと連携を図りながら

というなかで、市民の皆様と向き合っているっ

てことは御案内のとおりであります。鱒沢には

地区センターがないという部分におきましては、

鱒沢地区の皆様に大変なご不便をかけているか

というように思っておりますけども、しかし、

やはりこれはこれだけのこれまで経験したこと

のない対応であります。やはりそういったなか

において、やはりしっかりとそれぞれの立場を

踏まえながら理解をし協力し合うということが

やはり大事だというように思っておりますので、

宮守地区センターあるいは健康福祉の里のほう

の一つの対応等も含めながら、チームワクチン

という組織を立ち上げてそれぞれ利活用の仕方、

あるいは市民周知の仕方、あるいは市民の皆様

の利便性といったようなことにしっかりと向き

合って対応しているところでございますので、

地区センターがある、ないに関わらず、やはり

全庁的に全市的にそのようなネットワークのな

かで、みんなで協力し合いながら懸命に頑張っ

ているってことでございますので、そのような

取り組みのなかに今現状があるってことを御理

解いただければと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君） 10番多田勉君。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君） 東日本大震災後方支援

活動、市長はそのようなさまざまな環境の変化

に迅速に対応できてきてるというふうに私は理

解をし信じてまいりましたが、今回のコロナに

ついても予想のしなかった出来事でありますが、

このことにも速やかに対応していただけるもの

と私は期待をしておりましたが、残念ながらそ

の期待には応えてもらえないというような今の

答弁だと私は理解しました。 

それでは第２点目に入ります。豪雨対策に

ついてでありますが、地球規模で多発している

豪雨災害への対策について、市長の見解を伺っ

てまいります。 

今から20年ほど前、今は亡き私の友人が、2

0年前ですよ、「将来地球温暖化が進んで気象

の環境は大きく変化し、予想のつかない大雨で

災害が発生してくるぞ」と言った友人がおりま

した。「そのために今から対策を取っておくべ

きだ」「そのためにできることは多くある水田

の貯水機能を活かすべきだ」というふうに20年

前に私は言われてました。 

まさに今全国のなかでもそういう取り組み

をしている自治体が全国に増えてまいりました。

近場では山形県鶴岡市、秋田県、新潟県、宮城

県、熊本県。一番早いのは新潟県、全国に先駆

けて平成14年、県内9,500ヘクタール以上の水

田で導入をして全国に広まっております。鶴岡

市は平成23年からそういった取り組みしており

ます。 

この田んぼダムですが、これは大雨時の一

時的に水田へ雨水をちょっと貯水させ流出の時

間を遅らせることにより、ピーク時の流出量を

軽減することができる。このことから周辺の水

田等を含め下流域の被害を未然に防止する効果

が期待されている。これは農水省の田んぼダム

による防災減災の取り組みというところで農水

省が提唱しております。 

そういったことを踏まえ、私は今全国で発

生している災害、そういったものに遠野市とし

て関係機関団体と連携をしてその取り組みを進

めるべきというふうに考えますが、市長の見解

を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君） 本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君） まさに地球規模の気象

変動というなかで想定外という言葉が、あるい

は100年に一度とか50年に一度といったような

そのような集中豪雨といったようなものも全国

各地で起きているわけでございます。それに対

するしっかりとした備えをしなければなりませ

ん。 

そのような意味で、ただいまの御質問の内

容でありますけども、これはちょっと通告を受
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けておりましたので今の状況等につきまして、

担当の環境整備部長から御答弁申し上げますの

で御了承願います。 

○議長（浅沼幸雄君） 環境整備部長。 

〇環境整備部長（奥寺国博君） 命によりお答

えいたします。 

近年、国内では局所的な短時間豪雨が増加

傾向にあり、気象庁アメダスデータによると国

内における時間雨量50ミリを超える降雨の発生

件数は、30年前と比べると約1.4倍、県内での

発生件数は約3.2倍に増加しております。 

市内においても今年６月、７月に数回観測

されており、局所的に大量に降る雨が市内あち

らこちらの道路側溝や農業水路からあふれ出た

状況を確認しております。 

議員が御提案の「田んぼダム」は、田んぼ

がもともと持っている水を貯める機能を利用し、

大雨時に田んぼに一時的に水を貯めることで排

水路や河川への流出を抑制し洪水被害を軽減す

る取り組みであり、市内においても河川氾濫防

止策の一つと考えております。 

田んぼダムに取り組むには、個々の田んぼ

に排水調整器具を設置、大雨が予想される際に

は現地での機具調整が必要となるなど、水田耕

作者等への協力が必要不可欠であります。 

さらに、個々で取り組むのではなく地域全

体で取り組んでこそ田んぼダムの効果が期待で

きることから、地域全体の協力体制の構築も必

要となります。 

県内では、取組事例も少ないことから実際

に取り組んでいる全国各地の事例を参考に、市

内における普及の可能性について検討したいと

考えております。 

以上であります。 

○議長（浅沼幸雄君） 10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君） ぜひですね全国でも先駆

けてやっている所もありますので、岩手県遠野

市としてもそういった取り組みを、この広大な

面積の遠野市でありますから考えていただきた

い。 

そしてまた、次に入りますが、最近の大雨

などによって市内中小河川の河床が土砂が堆積

してきていることによって、大雨の際に水位が

高くなっております。また、それによって護岸

基礎部分が掘れているなど、このようなことが

原因となる西日本等での被害を見ると市内周辺

のそのような現状に脅威と不安を感じるもので

あります。 

遠野市でもあのような大雨になると、一級

河川はもちろんでありますが、その支流である

中小河川も例外ではありません。なかには県の

管理する河川もあると思いますけれども、その

ことも含めた市内河川の維持管理の徹底を図る

べきであり、市内にはそのような所が多くある

と思います。 

私が目に普段する所では、特に鱒沢の家老

沢川、そして綾織の砂子沢川は堆積が目立って

見えます。家老沢川及び砂子沢川流域には住宅

がありますから、増水や護岸崩壊による災害が

心配されることから早い対応が求められるもの

と認識をいたしておりますが、河川管理のあり

方について、どのように市長は考えているのか

お伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君） 本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君） 先ほど御答弁申し上げ

ましたとおり、想定外というそのような気象変

動のなかで中小河川も大きな被害を及ぼしてい

ることが全国の事例のなかにも出てきておりま

す。 

遠野でもいつどのような形でこの中小河川

が暴れるかってことについては、まさにより緊

張感を持って対応しなければならないかと思っ

ております。 

その緊張感のなかで常に現場に出向き、そ

してこの維持管理というなかで対応しておりま

す市の中にあっては環境整備部建設課、そうい

った職員が懸命に向き合っておりまして、県の

土木センターとも連携を図りながら対応してい

るところでございますので、中小河川の現状、

あるいはいうところの市があるいは県がという
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部分の中小河川がそれぞれあるわけでございま

すので、その現状も含めまして環境整備部長の

ほうから御答弁申し上げます。 

○議長（浅沼幸雄君） 環境整備部長。 

〇環境整備部長（奥寺国博君） 命によりお答

えいたします。 

市内において、県が管理する河川は一級河

川が20河川、総延長174.7キロメートルであり、

市が管理する河川は準用河川が22河川、総延長

55.5キロメートル、普通河川が24河川、総延長

22.8キロメートルとなっております。 

河川の管理にあっては、河川沿いの道路か

ら目視によるパトロールや市民からの情報提供

により河川の機能が損なわれていることがない

よう管理に努めております。 

また、大雨特別警報発令の際には、岩手県

建設業後協会遠野支部との「災害時における応

急対策業務に関する協定」に基づきまして、支

部会員業者により被災情報収集活動、いわゆる

管内パトロールが実施されており結果を報告い

ただいております。 

市が管理する河川は、道路から離れている

箇所も多いため目視確認ができないこともあり、

地域住民からの情報提供により各河川の実情を

把握しながら、河川の機能が発揮できるよう今

後も適切な維持管理に努めてまいります。 

以上であります。 

○議長（浅沼幸雄君） 10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○議長（浅沼幸雄君） ぜひ車で素通りだけじ

ゃなくて、目視だけじゃなくてしっかりと護岸

の根元も見ていただくように。災害に至る前の

対応が私は大事だと思います。 

それでは、市内堤防の法面管理について伺

います。 

市内河川の堤防の草刈りを地元住民あるい

は農業従事者で行っておりますが、年々高齢化

や人員の減少によって草刈り等の管理が、その

作業が難しくなっているような傾向にあります。

特に綾織から鱒沢までの堤防は、桜並木の名勝

として遠野遺産にも選ばれるなど観光資源とし

ても貴重な資源でもあります。 

後世に残すためにも今後の維持手法を考え

ていく必要があると思いますが、どのように現

状を認識し今後どのように考えていくのか、そ

のことについてお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君） 本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君） ただいまの御質問の中

にありましたとおり、猿ヶ石川沿いの桜並木は

遠野遺産にも認定をされておりまして非常に遠

野らしさ、まさに遠野という一つの景観を醸し

出しておる大変大きな地域資源でもあります。

観光資源にもなっているってことであります。 

こういったなかにおきまして、ただいま御

質問ありましたとおり、人口減少という一つの

なかにありましてこの辺の環境整備をどうする

かということがやっぱり一つの課題ではないの

かなというように思っております。 

そういったなかに市民協働の活動の一つと

いうなかで、こういった部分の課題にもやっぱ

り向き合っていかなければならないんじゃない

のかなと。繰り返しになりますけれども、人口

減少、高齢化社会における重要な一つの課題で

あり、どのような形でこのような環境整備をし

ていくのかということがやっぱり今問われてい

るんじゃないのかなというように思っておりま

す。 

もちろん市民の皆様の力をという部分は当

然でありますけども、しかしやっぱり一方にお

いては高齢化という波のなかにもどう向き合う

のかってこともやっぱり大事なわけでございま

すから、桜並木の景観維持も含め河川の環境整

備もしっかりと図っていかなければならない。 

まさに地区センターが第２ステージに入っ

たということも踏まえながら、市民協働、住民

自治、そこに官民連携といったような新たな仕

組みをしっかり構築しながら、このような環境

整備のほうのということは単なる環境整備では

ない、地域資源を守りそして観光資源に持って

いくというそのようななかでの遠野らしさを醸

し出すという一つの大きな目的があるわけでご
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ざいますので、そういった点では市の行政の果

たす役割も極めて大きいんじゃないのかなと思

っておりますので、地域住民の方々、市民協働

だってことばかりじゃなくして、やっぱりこう

いったところに一定のメリハリをつけながら行

政として市としてどういう形で連携を図ってい

くのか、どう連動を図っていくのか、新たな仕

組みをどのように構築していくのかというよう

なところの一つの考えなければならない、やっ

ぱり一つの課題の一つではないのかなというよ

うに認識しているところでございますので、や

はりそのような一つのいうところの仕組みづく

り、新たな制度、新たな仕組みづくりといった

ものにもやっぱり踏み出さなければならない、

そのような課題があの桜並木は私どもに示して

いるんじゃないのかなというように思っている

ところでございますから、ひとつ御協力と積極

的な御提案等もいただけるようにお願いを申し

上げまして答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君） 10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○議長（浅沼幸雄君） 市内には、綾織、鱒沢

の堤防のみならず多くの堤防、畦畔があるわけ

でありますから、そういったものもしっかりと

現状を認識しながらしかるべき対応を取る必要

があると私は考えます。 

次に、大項目３点目、市道の管理と整備の

あり方についてであります。 

市道路面の凹凸や狭あいな路線整備に対す

る考え方について伺ってまいりますが、市の生

活に身近な道づくり事業の計画に搭載されてい

る高舘線の未改良分で狭あい箇所の整備見通し

はどのようになっているのか。この箇所は中沢

川と猿ヶ石川の合流部分でもあり、大雨時には

猿ヶ石川の水位が高く、支流の中沢川側からう

まく合流できずに高速道や山からの水が排水さ

れないまま、そこの農地周辺に貯まる現象が起

きております。このことによって、雨が降るた

びに地区では災害被害を心配されているところ

であります。 

この狭あいな道路整備と併せ、そういった

自然現象の解消、不安を解消するための早い対

応を求められると私は思うんですが、今後どの

ように現状の課題を解決していくのかお伺いを

いたします。 

○議長（浅沼幸雄君） 本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君） ただいま御質問ありま

したとおり、鱒沢地区の高舘線の整備といった

ようなものについても一つの課題としては認識

をいたしております。 

その前にちょっと申し上げたいことがあり

ます。この社会資本の公共施設あるいは市道の

整備などは、高度成長時代の一つの整備されて

きた部分であります。 

これがいずれも老朽化が進んでいるという

状況にあります。これは全国の市町村が抱えて

いる大きな課題であります。道路・橋梁・上下

水道いずれも昭和の時代、高度経済成長時代の

整備されたものであります。もう既に50年、60

年という時を経ております。いろんな意味で老

朽化あるいは更新。あるいはもう費用対効果と

いう部分においてはどうなんだろうというもの

が随所に出てきているわけであります。 

そういった点を踏まえて、国土強靭化地域

計画といったものを県内では遠野市が２番目で

ありましたけども、それを打ち立てながら緊急

度・優先度それをしっかりと踏まえたなかで、

やはりこの社会資本整備といったもののこのよ

うな道路の整備等にも向き合っていかなければ

ならないんじゃないのかなというように思って

おります。 

そういったなかで、今この生活に身近な道

づくり事業は平成29年度から令和３年で、今年

度がいうところの５カ年の最終年度であります

ので、令和４年度から新たな計画ということに

なるわけでございますので、そういったなかに

このような緊急度・優先度というものをしっか

り把握しながら対応していかなければならない

んじゃないのかなというように認識をいたして

いるところであります。 

生活に身近な道づくり事業も第５期計画に
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入っております。しかし、よりどころとしてお

ります社会資本整備交付金などは採択率が５割

を割っているっていうような状況になってきて

おりますので、やはりこういった部分について

の、私いつも国のほうに申し上げているわけで

ございますけども、別枠予算の中でしっかりと

この財源を確保するようにしてもらわなければ

住民の生活を守れないという話しを盛んに話し

をしているところでございますので、そのよう

な一つの新たな一つの仕組みを作っていかなけ

ればならないんじゃないのかなというように思

っております。 

それで、ただいま高舘線の話しが出ました。

これは、一級河川猿ヶ石川の左岸に位置してお

りまして国道283号と併走しております集落を

結ぶ生活に密着した重要な路線であるというこ

とは承知しております。道路の幅員が狭くなっ

ている区間もあることや河川の増水時には道路

が影響を受けるというそのような状況も考えれ

ば、やはり対応はしていかなければならない道

路ではないのかなというように思っているとこ

ろでございますから、ただいま申し上げました

ようなそのような一つの全地域を見ながら、路

線の利用頻度、あるいは緊急度・重要度、ある

いは防災上の必要性などをしっかりと勘案しな

がら優先順位を付けるなどをしながら必要な整

備を行っていくということになろうかと思って

おりますので、それぞれ担当部のほうにおいて

はこういった部分においての現状把握等にしっ

かり向き合っているところでございますから、

この高舘線等についてもただいまの状況等を十

分踏まえながら、このような計画に持ち込むっ

てことになろうかというように思っているとこ

ろでございますから、御理解とまた、さまざま

な形での御支援をいただければってことをお願

い申し上げたいと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君） 10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君） 高舘線はですね、高速道

路開通したことによって、朝晩凄い交通量が多

くなりました。そういった状況、利用頻度の高

さ、こういったものを十分に認識をして速やか

に計画に位置付けていただきたいということを

申し上げておきたいと思います。 

それから、市内には市道路面の凹凸が著し

い路線が多く見受けられます。最近私が通った

愛宕根岸線の路面の凹凸は、雨天の際に大きな

水溜りとなって歩行者や車の通行の支障になっ

ているとともに、冬期間の除雪時には作業が困

難であったり、そういった支障が出ていると思

われますが、市長の現状認識と市民生活に寄り

沿った今後どのような整備に向けていくのか、

考えをお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君） 本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君） これまでの答弁でも繰

り返してまいりましたけども、市内全域にはさ

まざまなそのような老朽化、あるいは維持管理

といった部分のなかにおける課題が山積してお

ります。これにしっかりと現状を把握しながら

緊急度・優先度あるいは、これもあまり私は好

きな言葉ではないんですけども、費用対効果と

いうこともよく冷静に踏まえながらのやっぱり

対応といったものをしていかなきゃならないん

じゃないのかなと思っておりますし、やはりも

う一つは、やはりわれわれのようなこのような

脆弱な市町村のなかにあってはしっかりとした

このような財源を何と申しますか、それぞれの

市町村の主体性を活かした形で利活用ができる

ような財源の確保といったようなものの新たな

制度もやっぱり作っていかなければならないん

じゃないのかなと思っておりますので、国や県

への発信、あるいは要望活動なども強めていく

という場合においては、やっぱり市議会の皆様

の御協力も得なければならないかというように

思っておりますので、そのような認識でもって

「遠野市は一つだぞ」「遠野市は一丸だぞ」

「市民が一丸となって取り組んでるぞ」という

ようなことをやっぱり国・県のほうにしっかり

とアプローチしていくことがやはり大事じゃな

いのかなと思っております。「なんだ遠野はバ

ラバラじゃないか」ということになってしまっ
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たんではその声が届きません。 

したがいまして、そのような市民が一つだ

よというようなそのような声をしっかりと届け

るような環境も、もう一方においては大事じゃ

ないのかなと思っておりますから、その点での

御協力と御理解をいただきますようにお願いを

申し上げて答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君） 10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君） 私は、先ほど申し上げた

愛宕根岸線、市内にはたくさん路線ありますけ

れども、私が質問した箇所については間違いな

く生活路線の重要な路線であります。そのこと

に対して費用対効果というのは私は不適切だと

思います。生活するために必要な路線である。

費用対効果をそこで測るものではないと私はそ

ういう認識でおります。 

市長の言っている、先ほど脆弱な財源とい

う言葉もありました。なおさら鱒沢地区セン

ターの構想についてもその脆弱な財源も市長の

ほうから発言が出ればなおさら遠のくような気

持ちでなりません。 

今まであらゆる場面で市長の言葉を信じて、

その実現を楽しみにしてきた鱒沢地区の市民の

気持ちを十分察していただきたいと私は申し上

げておきたい。非常に残念に思っていると私は

思います。 

今回、市長に対しての最後の質問となりま

したが、もっと市長のいい御答えをいただける

ものと期待をしながら質問を続けてまいりまし

たが、誠に私も残念でなりません。 

鱒沢地区民の切ない思い、喜ぶ姿を私は早

い時期に見たいもんだなと心から念じて、私の

一般質問を終わります。 

○議長（浅沼幸雄君） 10分間休憩いたします。 

   午前11時01分 休憩 

────────────────── 

   午前11時11分 開議 

○議長（浅沼幸雄君） 休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

次に進みます。 

９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

〇９番（瀧本孝一君） 会派「遠野令和会」所

属の瀧本孝一であります。今議会も一般質問を

させていただきます。 

大項目２点の質問で、１項目めは「妊婦や

子ども等への新型コロナウイルス対策と、一般

市民の自宅療養等を含めた実態把握について」

と題し、市長及び学校現場での取り組み対策に

ついては教育長に答弁を願い、そして２項目め

では、次期市長選には不出馬を表明されこの９

月定例会が最後の議会対応になられると思われ

る本田市長に「任期満了を間近にしてのこれま

での思いや、次期市政やまちづくりに期待する

こと等について」のテーマで、今回は６年ぶり

ぐらいの一括質問形式で答弁を願うものであり

ます。 

まず冒頭に、本市がＴＫプロジェクト事業

の相手先となっているキリンビールの布施孝之

社長が61歳の若さで１週間前の９月１日にお亡

くなりになったと報道されました。これまでの

本市との関わりに対するご功績に感謝を申し上

げ、謹んでご冥福をお祈りいたします。 

さて、「政治の世界は一寸先は闇」と昔か

ら言われていますが、国政はまさにその真った

だ中にあり、先週金曜日の現総理大臣の党総裁

選不出馬表明には驚かされました。総理大臣の

苦悩は察するに余りありますが、このコロナ禍

での対応や総理自身の言葉での発信という面で

は熱意や本気度が国民へ伝わらず支持離れが進

んでいったという側面はいたし方なかったとも

思われますが、無派閥で東北出身者ということ

に同情の念を覚える部分もあります。 

そのようななかで、昨年から新型コロナウ

イルス感染症が猛威を振るい続け、その開催の

是非が問われた「ＴＯＫＹＯ２０２０」オリン

ピックとパラリンピックが１年遅れで開催され

ました。一昨日、パラリンピックも閉幕したば

かりで五体満足の私から見ればいろいろな障が

いを抱えてさまざまな競技に挑む彼らの姿をテ

レビから拝見していましたが、想像も出来ない
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ほどの努力を重ねて出場権を獲得し競技に懸け

る世界中のアスリートの存在は、彼らの努力や

苦労の足元にも及ばない自分の不甲斐なさを改

めて思い知らされると同時に、スポーツは政争

に巻き込まれたり利用されたりしてはてはなら

ないと強く認識させられ、競技に打ち込む彼ら

の姿に感動続きの日々でもありました。選手や

関係者の皆さん大変お疲れ様でした。そして、

このコロナ禍の中での開催には賛否はありまし

たが、勇気と感動をありがとうと私は言いたい

と思います。 

 それでは通告に従い、大項目１点目の「妊婦

や子ども等への新型コロナウイルス対策と、自

宅療養等を含めた実態把握等について」と題し

た質問に入らせていただきます。 

このコロナウイルス感染症の質問に関して

は、昨日小林立栄議員、菊池巳喜男議員からも

質問があり、重複する部分もあることをあらか

じめご了承願います。 

 昨年初頭からの新型コロナウイルス感染症の

国内への侵入拡大により、本市では令和２年２

月21日に「遠野市新型コロナウイルス対策連絡

会議」を立ち上げ、４月には総務企画部内に

「新型コロナウイルス対策室」を設置し、数多

くの会議を重ねながら感染予防対策や経済対策

に取り組んでこられ、令和２年度だけでも総額

67億円以上の予算が投入されました。 

本年２月１日には、市民の皆様への迅速な

コロナワクチン接種実施のため、同総務企画部

内に「新型コロナワクチン接種対策室」が設置

され、この９月議会の補正予算が可決されれば、

令和３年度も５億3,000万円以上の感染予防や

経済対策の予算が組まれております。 

 これまで、感染予防対策や経済対策そしてワ

クチン接種対策に取り組んでこられた市職員の

皆様、県立遠野病院や市内の開業医の医療関係

者の皆様には心より敬意と感謝を申し上げる次

第であります。 

 コールセンターへの電話予約ではつながりに

くいといった問題もありましたが、私も７月上

旬と下旬の２回、宮守体育館で接種を受けまし

た。その際、暑いなか市の職員の皆様は本当に

てきぱきとそして親切丁寧に高齢者の方を案内

し、経過観察までしっかりと誘導されて働いて

いる姿に感銘を受けました。本当に御苦労様で

した。 

ところで、新型コロナウイルス対策の切り

札といわれるワクチン接種は、本市の場合65歳

以上の高齢者の接種希望者には７月末でおおむ

ね完了している状況にあり、現在は64歳以下の

希望者を対象に７月下旬から予約を開始し、８

月４日から基礎疾患を持つ方の優先接種を手始

めに７日からは一般接種が開始され、同12日か

らは12歳までの全世代予約開始がなされ、希望

者にはこの９月３日・４日・５日に集団接種が

行われたと思われ、着々と全世代に接種が進ん

できていると認識をしています。 

 そのようななかで、ウイルスは感染力の強い

デルタ株に置き換わり、県内でも岩手非常事態

宣言が発令中で累計感染者数は3,200人以上と

なり、昨日は25人でしたが毎日のように40人前

後の感染者の発表があります。 

また、全国的にはワクチン接種の効果も出

始めてきているのか感染者数は一時よりも減っ

てきてはいますが重症者数は2,200人と逆に増

える傾向にあり、連日コロナが原因で亡くなる

方も多く収束がなかなか見通せない現状です。 

そして、ここに来て大きな問題となってい

るのが、子ども達への感染の急激な広がりとコ

ロナに感染した自宅療養中の妊婦さん等への対

応が全国的にも注目されていると認識をしてい

ます。 

 そこで、市長と教育長にお尋ねをいたします

が、まず市長には妊婦さんへの対応や自宅療養

者が発生した場合の対応や実態把握と注意喚起

などの周知等について、以下６項目についてお

伺いをいたします。 

一つ目として、コロナウイルス感染症の全

国的な現状への認識や感想と子ども達への感染

の急速な広がり、千葉県でコロナ感染した妊婦

が入院できず自宅療養中に出産した子どもが死

亡した事例や、つい先般三重県四日市市でもＰ
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ＣＲ検査を受けられず流産した妊婦さんのこと

が報道されましたが、「子育てするなら遠野」

を標榜している本市としての認識や感想につい

て。 

二つ目に、市内の妊娠している女性の把握

とワクチン接種状況の実態把握はなされている

のかについて。 

三つ目に、万が一妊娠している女性がコロ

ナに感染した場合、本市としての対応や支援等

はどうするのかについて。 

四つ目に、妊娠している女性や妊娠を計画

しているカップル等への感染リスクの注意喚起

や安心安全な出産のための情報提供をいかにし

ていくのかについて。 

五つ目に、岩手県のコロナ患者の入院療養

については今のところひっ迫はしていない状況

と捉えられますが、本市の一般市民に万が一自

宅療養者が発生した場合の実態把握と過度の不

安や憶測を払拭するために周囲や近隣への周知

は出来るものなのかについて。 

そして六つ目に、64歳以下の年代のワクチ

ン接種希望者の予約接種状況とさらなる保健所

や県及び特にも産婦人科を含めた市内外の医療

機関との連携体制の重要性について。 

市長の答弁を願うものであります。 

 次に、昨今全国的にコロナウイルスが子ども

達へ急激な拡大を見せていると報道されている

なか、８月末までの夏休みがある関東以西の地

方では９月からの２学期の開始を遅らせている

自治体もあるようです。家族から児童生徒へ、

児童生徒から家族へと感染が懸念されるなかで

親が感染した場合、誰が子供の面倒を見るのか

という現実の問題も発生していると聞きますが、

ここでは主に学校現場での児童生徒への感染防

止の取り組みや対策について、以下五つの小項

目について教育長の見解をお尋ねいたします。 

一つ目に、現時点における市内の児童生徒

の新型コロナウイルスの感染者が発生している

実態はあるのか。また、情報はどこまで公表で

きるものなのかについて。 

二つ目に、今後、万が一児童生徒やその家

族にコロナ感染者が発生した場合の、学校の対

応について。 

三つ目に、長野県のある自治体では、夏休

み期間を利用して学校で集団接種を実施したと

ころもあります。文部科学省・厚生労働省では

推奨しないとしているようですが、本市でも土

日等の休みの日を利用して接種を希望する中学

生・高校生等へのワクチンの集団接種の考えや

可能性について。 

四つ目に、コロナウイルスは私達のすぐそ

ばまで来ておりワクチン接種を済ませたとして

も安心できません。誰がいつ感染してもおかし

くない状況であり学校クラスターが発生しない

とも限りません。 

万が一発生した場合の学級閉鎖・学年閉

鎖・学校閉鎖による休校等の措置や対応につい

て。 

最後の五つ目として、長引くコロナ感染症

のまん延により、その対策として様々な学校行

事の中止や児童生徒と保護者だけの縮小開催や

外出自粛等が続いていると認識をしています。 

そのようななかで、子ども達のストレスを

はじめ、学習や体験意欲の衰退と地域との関わ

りや社会生活への影響の有無等について。 

以上、教育長からの答弁を願うものであり

ます。 

それでは次に、私の議員生活で本田市長に

対しての最後の一般質問となりますが、大項目

２点目の「任期満了を間近にしてのこれまでの

思いや、次期市政やまちづくりに期待すること

等について」と題した質問に移ります。 

私は、平成22年10月の市議会議員選挙にお

いて、同じ地区から選出されていた先輩議員の

後継者として立候補させていただき、地元をは

じめ有権者の皆様の暖かいご支持のもとに市議

会議員という職を初めて与えていただきました。 

以来３期目11年になろうとしていますが、

最初の12月定例議会から無謀にも一般質問に挑

戦させていただき、「市政の均衡ある発展をど

う図って行くのかについて」と「いのちを大事

にする地域福祉の充実と取り組みについて」と



－ 61 － 

いう２つの質問をさせていただきました。これ

が私の市長に対する一般質問のスタートであり

ましたが、新米議員で若輩者の私の稚拙な質問

に真摯にご答弁を賜ったことが思い起こされま

す。この間、定例議会では１回だけ一般質問を

しないでしまったことが悔やまれますが、毎回

のように様々なテーマで質問させていただき、

広報遠野への有料広告の掲載、ふるさと納税や

市税のコンビニ納付をはじめとして提言したこ

とを実現していただいたことに、深甚なる感謝

を申し上げるとともに、多少なりとも自主財源

の確保の一端と市民の利便性の一助につながっ

ているという確信の下、私のこれまでの議員生

活の大きな財産となっています。 

さて本年４月、市長は地元新聞の取材に対

し「企業誘致や道の駅改修など産業振興に一定

の道筋がついた。新しい発想で市政発展をけん

引する若いリーダーが出て来てほしい」と述べ、

勇退するという記事が掲載されました。 

来月10月10日告示、17日投開票の日程で市

長選挙が予定されています。約１カ月半後の任

期満了を前にして、昨日の菊池巳喜男議員が今

までの市長の御功績を詳しく述べた質問とも重

複して誠に恐縮ではありますが、昨日の答弁で

も語りきれなかったたくさんの思い出があると

思われますので、私からもこの20年間の市政運

営に懸けた思いを振り返っていただき、次の市

政運営やこれからの遠野市とまちづくりに期待

することなどを含め、以下三つの小項目につい

て、この際時間の許す限り存分に語っていただ

くとともに見解を伺うものであります。 

一つ目に、数え上げたら切りがありません

が、思いつくまま取り組んでこられたものを羅

列させていただきます。 

旧遠野市では全国初のどぶろく特区の認定、

旧市村の対等合併、遠野物語100周年記念事業、

遠野遺産認定制度、そして平成23年３月11日発

災の東日本大震災での庁舎挫滅全壊、全国から

注目を集め今後の大規模災害の支援のモデルと

評価された沿岸被災地への後方支援拠点活動、

総合防災センターの開設、天皇・皇后両陛下に

よる行幸啓、市内中学校の再編、地域おこし協

力隊による活性化、ＴＫプロジェクトの推進と

ホップやビールによるイベント、みらい創りカ

レッジの旧中学校校舎活用策と交流人口の拡大、

市役所本庁舎の建設と開庁、東北横断自動車道

釜石秋田線の全線開通や国道340号立丸峠のト

ンネル化等の高速交通環境の整備、企業誘致と

遠野東工業団地の造成、遠野ふるさと公社の株

式会社化と経営改善、大規模太陽光発電と景観

条例の改正、小さな拠点による地域づくり、遠

野テレビ通信網の光回線デジタル化、こども本

の森遠野オープンなど道半ばのものや、これ以

外にも多数ある訳ですが、数多くの実績を私は

高く評価するものであります。 

2002年４月の旧遠野市長就任時から「遠野

スタイルによる永遠の日本のふるさと遠野」づ

くりによる現在までの評価や感想を含めた総括

と軌跡について。 

二つ目に、地方の小さな一自治体の首長と

して、県議会議員や国会議員をはじめ、国の中

央官庁との太いパイプの構築と連携の重要性に

ついて。 

三つ目に、第２次遠野市総合計画後期計画

の初年度半ばで道を譲ることになりますが、次

期市政やこれからの遠野のまちづくりに期待す

ることについて。 

市長のご心情を伺いたいと存じます。 

○議長（浅沼幸雄君） 本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君） 瀧本孝一議員から一括

というなかで御質問を賜りました。新型コロナ

ウイルス感染症への対応、そしてまた、今議会

が私にとりましては最後の議会ということにな

るわけでございますけども、それに対するさま

ざまな形でのこれまでの市政のあり方、今後の

あり方等についての所見を聞きたいというその

ような御質問でありました。 

まず、新型コロナウイルス感染症の問題で、

それぞれ６項目ほどの御質問を賜りました。そ

れぞれの具体的な項目でございますので、これ

までも議員各位には御説明申し上げているとこ
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ろでございますけども、国難と言われるこの新

型コロナウイルス感染症に向き合うために、

チームワクチンというものを立ち上げながら全

職員、組織をあげてということで、ただいまの

質問のなかで、宮守体育館でワクチン接種を受

けたけども職員が非常にきめ細かく対応してく

れたという御質問の中で触れられておりました。 

私も街を歩いてるときに、ある市民から声

をかけられました。お年寄りの方でありました。

「受けてきた」と。「２回目だけどもまず安心

をしたんだけども、市長さんぜひ伝えたい」と

「私どもに本当に懇切丁寧にあの暑さのなかで

案内をしてくれたり、さまざまフォローしてく

れたり、職員の皆様に感謝して下さい」ってい

う話を私はいただきました。「ワクチンによっ

て安心安全を確認できたけども、職員の皆様の

献身的な対応にはもう一方においては心の安心

安全といったようなものもしっかりと確認する

ことができましたからね」というお話をいただ

きました。大変うれしく思ったわけであります。 

やはり今このコロナがもたらしたものは何

かとなれば、昨日の小林立栄議員の質問にあり

ましたとおり、まさに思いやりと人との関わり

あい方のなかでさまざまなものが問われている

んじゃないのかなというように私は思っており

ます。 

そのような意味におきましては国難と言わ

れるワクチン、２年前、横浜山下埠頭の中でダ

イヤモンドプリンセス号が新型コロナウイルス

で大騒ぎしたという様子からあっという間に全

世界に広まったわけであります。 

「ソーシャルディスタンス」であるとか

「三密」であるとか、三密ってなんだろうとあ

る方が言いましたら、茶化すつもりはありませ

ん、ハチミツはわかるけども三密って何だって

話もありました。しかしこの三密も「密集・密

閉・密接」というなかでしっかりと向き合わな

ければならない、基本だということが今や全国

民がしっかりと周知しているってことになるわ

けでございますから、この基本に忠実というこ

とがやっぱりある意味においては、この新型コ

ロナウイルス感染症に向き合う一つの決め手と

いうことになるのではないのかなというように

改めて思っているところであります。 

そのようなかで、妊婦への対応、あるいは

感染者が出たときのその方々への思いやりと一

つの優しさと申しますか、みんなで支え合うと

いう部分がやっぱりこのコロナがわれわれに突

きつけたものじゃないのかなというように思っ

ております。 

引きこもりであるとか、まさに自宅療養で

あるとかいろんな社会現象が出てきているわけ

でございますけども、やはり「人流」という言

葉。人の流れ。人流という言葉もいまや当たり

前の言葉として使われているわけでございまし

て、われわれは交流人口の拡大ってことを言っ

てきたわけでございますけども、「人流を止め

ろ」「人流を縮小しろ」というような流れも出

てきているわけでございますから、そのような

ものにもどのようにわれわれ遠野市として向き

合わなければならないかということになろうか

と思っておりますので、基本的には県内でも連

日のように、昨日は25人ほどでありましたけど

も前の日は40数名ってことになっておりまして、

緊急事態宣言、あるいはまん延防止重点地域と

いうようなそのような言葉も岩手県でも使われ

ております。 

１年前は「岩手県はなぜ感染者が出ないん

だ」「すごいな」と言われておったわけでござ

いますけども、ウイルスは容赦なく襲い掛かっ

てくるというような状況でございますから、し

っかりと基本に忠実に、そしてまた、この決め

手と言われるワクチンにしっかりと向き合いな

がらというように思っているところでございま

すので、そのようななかで遠野市民の安心安全、

そしてコロナから市民の命と健康と暮らしを守

るという部分の基本的なことにつきまして、全

力あげて市長として取り組んでまいりたいとい

うように思っているところでございますので、

この認識を申し上げたいというように思ってお

ります。 

なお、二つ目から六つ目のそれぞれの項目
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につきましては、これは一括質問でございまし

たので一括答弁することがやはり基本じゃない

のかと思っておりますので、チームワクチンの

座長でありますそれぞれの総務企画部長、ある

いは健康福祉部長、医療特命担当部長それぞれ、

あるいは子育て応援部長といったような担当部

長を総括しております副市長のほうから一括し

て御答弁申し上げますので御了承願います。 

○議長（浅沼幸雄君） 飛内副市長。 

   〔副市長飛内雅之君登壇〕 

○副市長（飛内雅之君） 命によりまして、引

き続き５点についてお答えいたします。 

一つ目、市内の妊娠している女性の把握と

ワクチン接種状況の実態把握については、現在、

令和３年10月以降に出産を迎える予定の妊婦の

方は48人となっております。そのうち９月１日

時点ですでにワクチン接種を済ませた妊婦の方

は９人となっており、今後接種を予定している

妊婦の方は19人、そのうち市が設定する優先接

種枠での接種を希望する妊婦の方は９人となっ

ております。 

二つ目、万が一妊娠している女性がコロナ

に感染した場合、本市としての対応や支援など

については、新型コロナウイルス感染症患者に

ついては県の保健所が対応することになってお

り、現状では市が患者の個人情報や措置した状

況を直接的に把握することができないことから、

保健所からの感染者情報の提供や支援要請があ

った場合には協力・連携して対応していく体制

としております。 

三つ目、妊娠している女性や妊娠を計画し

ているカップル等への感染リスクの注意喚起や

安心安全な出産のための情報提供等については、

妊婦の方への対応としては感染症予防対策及び

安心安全な出産を迎えられるよう、母子健康手

帳の交付時や家庭訪問等で情報を提供しており

ます。また、妊娠を計画している人の把握は困

難であることから、今後相談があった場合は

個々のケースに応じて情報提供とそのサポート

に努めてまいります。 

四つ目、市民・一般に自宅療養者が発生し

た場合の実態把握と周囲への周知はできるもの

かについてお答えします。 

自宅療養者が発生した場合の対応等につい

ては、３月定例会及び昨日の小林議員の一般質

問の答弁と一部重複いたしますが、改めて答弁

いたします。岩手県は新型コロナウイルス感染

症患者が確認された場合、各種検査を行い、そ

の状態に応じて入院や宿泊療養の調整を保健所

が中心となって行っております。無症状や軽症

の場合であっても、県は容態悪化のリスクを考

慮して自宅療養ではなく入院または宿泊施設で

の療養を原則としており、これまで自宅療養は

行われておらず今後も同様の方針となっており

ます。万が一自宅療養が行うことになった場合

でも対応は保健所が担うこととされており、現

状では市町村には個別の情報は公表されない状

況にあります。 

なお、市はこれまでも市民の命・健康・暮

らしを守るため関係機関団体と連携してさまざ

まな対応を行ってまいりました。 

例えば、昨日の小林議員への答弁でも申し

上げましたが、相談窓口を設置し感染症患者や

家族などから相談を受けた場合は。ケースに応

じて関係機関団体と連携して対応しております。

介護や福祉的支援を必要とする方の家族等が感

染した場合であっても、関係者で支援策を検討

し安心安全な生活が維持できるよう対応してお

ります。 

今後、感染の急拡大などに伴い自宅療養が

開始される場合であっても、これまでと同様に

県や中部保健所と連携しながら食料品や衛生用

品等の生活必需品の提供など必要に応じ柔軟に

そして迅速に対応してまいります。 

また、自宅療養が廃止されることになる場

合は、速やかに遠野テレビや広報等を通じて自

宅療養の留意点などを発信して周知を図り、市

民の方々の不安を取り除くよう努めてまいりま

す。 

五つ目、64歳以下のワクチン接種希望者の

予約状況とさらなる保健所や県及び産婦人科を

含めた市内外の医療機関との連携体制の重要性
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についてお答えいたします。 

64歳以下の方へのワクチン接種状況は、引

き続き遠野市医師会をはじめ県立遠野病院、花

巻薬剤師会遠野支部の全面的な協力をいただき

９月５日現在で7,012人、約６割の方が１回目

の接種を終えており、２回目接種を終えてる方

は2,287人、約２割という状況にあります。 

これまでのワクチン接種予約の経過につい

ては、先行予約として60歳から64歳の方を７月

30日から開始したところであり、予約した方の

接種は終了しております。 

また、第２弾の先行予約として50歳から59

歳までの方を対象とした予約を８月４日に開始

し、８月７日から１回目の接種を開始したとこ

ろであります。 

８月12日からは接種の対象となる12歳以上6

4歳以下の全世代を対象とした予約を開始し、

遠野市予約サイトや市ホームページ、広報遠野、

遠野テレビ、防災行政無線などで広く周知しな

がら集団接種及び市内医療機関での個別接種を

進めております。 

今後の接種日程については、集団接種とし

て９月17日、金曜日から19日、日曜日までの３

日間で1,500人ほどの枠を受け付けするところ

であります。 

なお、このワクチン接種の予約については、

９月８日、水曜日、明日の昼12時半からイン

ターネットでの予約を開始します。インターネ

ット予約が難しい方は、とぴあ庁舎、市民セン

ター、健康福祉の里、宮守総合支所、地区セン

ターでの予約支援窓口を設置し予約の支援を行

っております。 

最近では感染力が強いとされるデルタ株な

どの変異ウイルスが感染拡大の要因となってお

ります。 

新型コロナワクチンの接種をめぐっては、

国・県をはじめ医療機関との連携が不可欠であ

り、その重要性については瀧本議員が察すると

おり当市でも強く認識しているところでありま

す。 

引き続き感染防止に十分留意しながら、ワ

クチン接種を計画的に進めてまいります。 

以上、答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君） 菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

〇教育長（菊池広親君） それでは私のほうか

らは、学校における児童生徒への新型コロナウ

イルス感染予防の取り組みや対策について、５

点についてお答えをいたします。 

まず、1点目でございます。市内児童生徒の

新型コロナウイルス感染者の実態と情報の公表

についてということでございました。 

現時点までに、本市児童生徒が保健所の指

示等によりＰＣＲ検査を受けた事例はございま

すが、検査の結果は全て陰性であり陽性と確認

された児童生徒はおりません。このことは学校

及び家庭での新型コロナウイルス感染症対策が

適切に行われている結果であると受けとめてご

ざいます。 

一方、県内中部保健所管内においては児童

生徒・教職員の新型コロナウイルス感染者が確

認されており、本市も予断を許さない状況にあ

ると捉えてございますので、今後におきまして

も学校の感染予防対策の徹底に努めてまいりま

す。 

なお、情報の公表につきましては、岩手県

の公表に準じて行うこととなってございます。 

２点目でございます。児童生徒や家族に新

型コロナウイルス感染者が発生した場合の学校

の対応についてということでございます。 

市内の児童生徒に新型コロナウイルス感染

者が確認された場合の対応についてでございま

すが、感染の規模や状況に応じて議員御案内の

とおり児童生徒の出席停止、学級または学年閉

鎖、学校休業の対応を取ることとしてございま

す。 

この対応にかかる基準等については、教育

委員会から各小学校に通知しており各学校は保

護者に対して通知の内容を周知してございます。 

児童生徒の家族が感染者となった場合は、

本市を所管する中部保健所の指示・指導により

対応いたしますが、児童生徒が感染者とならな
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い限りは学校の通常の教育活動を実施すること

としてございます。 

３点目でございます。土曜日曜を利用した

中学生・高校生等への集団接種の考え方につい

てでございます。 

市教育委員会が所管する小中学生への集団

接種に対する考え方をお答えしたいというふう

に思います。 

ワクチン接種は、あくまで任意接種であり

小中学生が接種を受ける場合は本人が接種を希

望し、保護者もそれに同意した上で行うことに

なってございます。教育委員会としましては、

これらの条件を満たした前提で小中学生がワク

チン接種を行う場合は、接種日を教育活動に支

障のない土曜日・日曜日ですることを推奨して

おり、やむを得ず授業日にワクチン接種を行う

場合においても欠席扱いしない旨の通知を学校

に発出し、各学校から保護者に周知をしてござ

います。 

次に、集団接種の考え方についてでござい

ますが、本年６月に文部科学省の通知にその考

え方が示されてございます。その内容は、集団

接種の実施方法によっては接種への個々の意向

が必ずしも尊重されないこと、同調圧力を生み

がちであること等があげられており、現時点で

は推奨するものではないと記載されてございま

す。 

市教育委員会におきましては、この国の通

知に準じて現在対応をしているというところで

ございます。 

最後５点目でございます。学校行事の中止

や縮小、外出自粛等で子どもたちへの学習意欲

や地域とのかかわり及び社会生活への影響の有

無ということでございます。 

小学校におきましては、岩手県が発令した

緊急事態宣言により宿泊を予定していた県の施

設が休館となったため、宿泊体験学習が延期・

変更または中止となった学校がございます。 

中学校では、全国的な新型コロナウイルス

感染症のまん延により、修学旅行の延期や行程

変更の検討を余儀なくされてございます。これ

らのことは、子どもたちの学習意欲に少なから

ず影響を及ぼすものと思われますが、各校にお

きましてはオンラインを活用するなど、できる

限りの対策を講じ対応をしているところでござ

います。 

また、地域との交流活動や職場体験活動等

においても活動の制限が生じ、これまでどおり

の交流が難しいため児童生徒はもちろんのこと、

交流を楽しみにしておられた地域の方々も残念

に思われることと思います。 

社会生活への影響の有無という御質問でご

ざいますが、従前と異なる今般のこのコロナ禍

の状況は、社会生活への何らかの影響があるも

のと推察してございます。 

 大変失礼しました、４点目について私答弁を

漏らしておりましたので改めてお話しをさせて

いただきます。 

４点目、学校クラスターが発生した場合の

対応についてでございますけども、学校におい

て新型コロナウイルスの集団感染が発生した場

合には学校保健法の第20条により学級閉鎖、学

年閉鎖、または学校休業の三つの措置を感染の

規模や状況により、中部保健所の指導を仰ぎな

がら対応を取ることとしてございます。 

市教育委員会はこのような事態に速やかに

対応できるよう、学校関係者に新型コロナウイ

ルス感染症の陽性者が発生した場合の対応フ

ロー、この見直しを行いまして、市内小中学校

に７月に周知をしたところでございます。 

過日、文科省から学校で児童生徒等や教職

員の新型コロナウイルスの感染が確認された場

合の対応ガイドラインというものが示されまし

た。ただし、このガイドラインは緊急事態宣言

対象地域等に指定された状況下において、学校

において児童生徒や教職員の新型コロナウイル

スの感染が確認された場合に参考とするもので

ございます。 

本市が、緊急事態宣言対象地域となった場

合には、文部科学省のガイドラインに従い対応

していくことになりますが、現在の本市の状況

は国の示したガイドラインの状況に当てはまり
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ませんので、７月に見直しを行ったフローによ

り対応をしていくことになってございます。大

変失礼いたしました。 

○議長（浅沼幸雄君） 答弁の途中ではござい

ますが、午後１時まで休憩いたします。 

   午前11時56分 休憩 

────────────────── 

   午後１時00分 開議 

○議長（浅沼幸雄君） 休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

午前中の瀧本孝一君の一般質問に対する市

長の答弁から始めます。本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君） 瀧本孝一議員の一般質

問にお答えいたします。一括ということでコロ

ナ対策も含めてのワクチン接種も含めて午前中

御答弁申し上げました。それぞれ副市長のほう

からあるいは教育長のほうから答弁があったわ

けでございますけども、このコロナ禍の対応に

市民の安心安全、そしてまた、命と健康と暮ら

しを守るという部分につきまして市長として全

力をあげてこの問題に取り組まなければならな

いかというように思っております。 

確かに決まりにより、定めにより私の任期

はカウントダウンが始まっております。 

しかし、市民生活には一時も休むときはな

いわけであります。皆さん懸命にそれぞれの家

族を地域を守るために懸命に頑張っているわけ

であります。コロナに負けるわけにいきません。

しっかりと向き合いながらこのコロナ対応に全

力をあげて取り組んでまいりたいというように

思っているところであります。 

さて、５期20年というそのような言葉をい

ただいております。旧遠野市長として１期、そ

して新遠野市長として４期ということで通算５

期ということになっておりますけども、ある市

民の方から「市長さん５期じゃないでしょうあ

なたは、４期でしょう」という話をされました。

しかし、気持ち的には市と村との合併というも

のが入ったわけでございますけども、気持ち的

には市長というなかにあってはやっぱり５期っ

ていう、そしてまた、一定のけじめとしての５

期20年、正確には19年６カ月ということになる

わけでございますけども、そのようななかでの

取り組みのなかを先ほど御質問の中でもいろい

ろ思い起こしているわけであります。 

昨日も菊池巳喜男議員から、さまざまな形

でこの20年間の取り組みについて総括をいただ

きながら、思いはという話しをいただきました。

まさに走馬灯のようにってことになるわけでご

ざいますけども、瀧本議員ともこの議場で、あ

るいは旧遠野市の議場で、あるいは旧宮守村の

議場でいつも毎回議論を重ねてきたと、常に提

案型、建設的な意見を質問をいただいてまいり

ました。私もだいぶ励みになりましたしいろん

な面で市政にも反映することができたんじゃな

いのかなというように思っておりまして、議員

各位もそうでございますけども、皆様の議員各

位の建設的なこれからの遠野をどう考えるかっ

てことについての議論をこれからもしっかりと

かみ合わせていかなければならないんじゃない

のかなというように改めて思っているところで

あります。 

思い起こせば構造改革特区、その中におき

まして昨日も今日も出ておりましたけども、ま

さに古くて新しいものはというなかで自家製濁

酒と言われる「どぶろく特区」というものに取

り組みました。 

その一つの取り組みによりまして、当時の

小泉総理大臣と、まさにこれは言葉を慎まなけ

ればなりませんけども、大変親しく懇談をする

ことができまして、政府広報誌の総理官邸での

新春対談の相手になって、政府広報誌の表紙に

も掲載されたというようなそのようなことも思

い起こしてるわけでございます。 

そういったなかにおきまして、日本という

国は、あるいはわれわれ市町村を取り巻くさま

ざまな社会情勢、政治情勢大きく変わりました。 

リーマンショックという言葉がありました。

平成20年当時の地方が大変な状況になるときに

経済をどのように立て直すかって言ったときに

当時の麻生総理から声がかかりまして、官邸で
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「それぞれの地域の状況はどうなってるのか」

ってことについての総理のヒアリングというも

のにも臨みました。 

その時のちょっとエピソードを申し上げま

すと、それぞれ北海道ブロックから九州沖縄ブ

ロックまでの代表者が集まったわけでございま

すけども、地方自治体はアイウエオ順でありま

したから、ハヒフヘホの「ハ」で当時の大阪知

事の橋本さんでありました。次は、「ヒ」であ

りまして宮崎県知事の東国原さんでありました。

その次が「ホ」でありまして私遠野市長の本田

でありました。そのようななかで、さまざま地

域の実情をお話しをしながら懇談するという場

にも出させていただきました。 

また、総理官邸の中におけるさまざまな形

での場にも、そのような形での場もいただいた

ってこともあるわけであります。 

さらには、これからは広域的な連携、市町

村の水平連携ということが極めて大事だと、こ

れが一つのキーワードだというなかにおきまし

て、全国道の駅、全国で147ある全国道の駅の

まさに「スクラムを組もうじゃないか」という

ことで、震災のときでありますけども、平成23

年、遠野市を会場にいたしまして全国道の駅の

組織を立ち上げました。そのときに私も会長と

いう職をいただきまして８年間ほど全国道の駅

の連絡会の会長を務めまして、それぞれの市町

村の方々との連携といったものもそのなかで確

認することができました。 

さらには、福祉自治体ユニットという組織

があります。これも少子高齢化、医療・介護・

福祉、これはしっかりとしたなかでスクラムを

組まなきゃならないというなかで、その組織に

も参加いたしまして２、３年ほどでありました

けども、代表理事という肩書もいただきながら

今も理事でありますけども、この福祉自治体ユ

ニットはもう時代の流れにというなかに伴いま

して「地域共生政策自治体連携機構」という組

織に名称を変えて今活動しております。その理

事にも名を連ねまして全国の市町村としっかり

と連携を図ることができました。 

さらには、それぞれの友好都市、これは議

員各位も御案内のとおりでありますけども、武

蔵野市あるいは大府市、福崎町、九州熊本の菊

池市、宮崎西米良村をはじめ多くの市町村の

方々との友好関係を結びながら、それぞれ持ち

つ持たれつの関係を作ることができました。 

熊本地震の際に、大府市の岡村市長から

「菊池市とうちとは直接縁はないけども、友達

の友達は友達なんだからお互い様ですよ」とい

うそういう話をいただいたということも、やは

りこれからの市町村の連携にとっては極めて大

事な一つの切り口ではないのかなと思っており

ます。 

「友達の友達は友達だ」という言葉、これ

はまさにコロナが示している課題にも向き合う

一つのキーワードじゃないのかなというように

思っております。 

さらには、さまざまな形でのそれぞれの国

の関係の皆様、霞が関、永田町、よく「獣道」

ということが言われるわけでございますけども、

どこの組織が、どこの官庁が、どこの誰が、何

をどのように行ってそこにピンポイントで遠野

の課題を持ち込むということについては、やは

り表の道だけではありません。いうところの

「獣道」のような道をしっかりたどってそこに

たどり着かなければならない、そのためには情

報が必要だということになりまして、その情報

につきましても本当に多くの仲間、多くの関係

者さまざまな形での組織の皆様に助けていただ

いたということで、そのポイントにたどり着く

ことができ、遠野にさまざまな事業を持ち込む

ことができたということもこれもただただ感謝

の言葉一つであります。 

さらには、岩手県の緑化推進委員会の理事

長であるとか、あるいは県のさまざまな審議会、

県医療、県立大学の経営会議、そのような場に

も名を連ねましていろんな形での遠野を発信す

ることができました。 

これもやはりこれからにとっても極めて遠

野は大事じゃないのかなというように思ってお

ります。 
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そんななかで、私が感じたことは遠野には

「場の力」がある。この自然・歴史・文化風土

というこの４文字の中で「場の力」があるとい

うこの言葉を、やはり私は大事にしていかなけ

ればならないんじゃないのかなと思っておりま

す。単なる交通の要所だけではありません。交

通の要所としての場の力のほかにやはり遠野物

語に代表するように、あるいは藩政時代からの

まちづくりのなかにおける遠野というものの存

在を考えれば、「場の力」があるということを

これは改めて私どもはしっかりと認識しなけれ

ばならないんじゃないのかなというように思っ

ております。 

その力をこの20年間の中において、あらゆ

る場所で「あっ遠野か」というそのような言葉

の中で感じたということを改めて自信にしなが

ら、誇りにしながら遠野の活力に持っていかな

ければならないんじゃないのかなというように

思っております。 

あるとき、用務で盛岡からの最終電車で、

遠野に10時に着く電車で戻ってまいりました。

１人の高校生が私の隣に座って声をかけました。

「市長さんですか」っていう話でありました。

「市長ですよ」って話をしながら宮守駅で降り

ました、その高校生は。「朝早く出てそしてこ

の最終電車で毎日帰ってくる」「自分には夢が

ある希望がある」とその夢と希望を語ってくれ

ました。そしてその中で「自分は朝早く出て夜

遅く帰ってくるからテレビとかラジオはほとん

ど見ることも聞くこともない」と。しかし、遠

野広報をよく読んでおりました。 

多分、遠野広報を通じてさまざまな遠野の

出来事、遠野の現状といったものを彼は彼なり

に把握しておったんではないのかなと思ってお

ります。そしてまた、家族との語らいもその中

にあったのではないのかなと思っております。 

非常に真摯に自分の夢を語り、そして将来

への可能性といったものに挑戦するという気概

を語っておりました。 

話を一つ思い起こすと、やっぱり高校生を

裏切るわけにいかない、しっかり応えなければ

ならない、その答えをどう見出すのかというこ

ともやはり市長としての役目なのかなってこと

を痛切に感じたということもちょっとご紹介を

申し上げたいと思っております。 

ああいう若い方々、課題に真剣に向き合っ

てる方々、駆け引きではありません。真摯に正

面から向き合っているあの子どもたちに、やは

りわれわれはやっぱりこの議場の中においても

答えを出していかなきゃならない、私はそのよ

うに思っているところでありまして、そのよう

な緊張感のなかでの20年間であったということ

を申し上げたいというように思っております。 

やはり答えは一つではありません。いろん

な答えを持ち合わせなければなりません。しか

し、最終的には答えを一つにしなければならな

いというそのようなやはり判断と決断も必要で

ある。 

じゃあその判断と決断はだれがやるのかと

なれば、やはり市長という立場のなかでやって

いかなければならないってことになるわけでご

ざいますから、その辺の情報と、あるいは市民

の皆様が何を考えているのか、何を求めている

のかってことに対して真摯に向き合うというこ

とがやはり大事じゃないのかなというように思

っているところでございますので、そのような

思いのなかで国・県、そして遠野市、市町村と

いう縦のラインと、さらにはただいま申し上げ

ましたとおり市町村間の連携という水平連携と

いうこの縦横の仕組みをしっかり作っていかな

ければ、やはりこれからの時代はなかなかさま

ざまな課題に向き合う解決策は見出せないんじ

ゃないのかなというように思っておりますので、

この縦の関係と横の関係にそれぞれ気配り心配

りをしながら、20年、いつの間にか20年であっ

たなというように思っているところでございま

すので、これからこの「場の力」を活かしなが

らまさに縦糸と横糸をしっかりつなぐというそ

のような議論を行っていく。そしてまた、その

なかから一つの方針と結論を導き出すというこ

とになるのではないのかなというように思って

いるところでございますので、まだまだ申し上
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げたいこといろいろあるわけでございますけど

も、そのことを一つ踏まえながらこれからの遠

野というものを常に意識をしながら市民一丸と

なって。 

いくら立派な船を持っていても、帆柱があ

って市民一丸となって帆を立てなければ風を受

け止めることができません。その風をしっかり

受けとめるってことになれば、やはり帆柱とい

う柱を立て、そしてそこにみんな市民とそれぞ

れの立場の方が力を合わせて「帆を張る」とい

うことによって風を受け止めることができるわ

けでございますから、その力、これがやはり総

合力ということにつながるというように思って

おりますので、そのような一つの仕組みとその

ような気持ちを一つにというそのようなものを、

やはりこれからもしっかりとこの遠野市政のな

かにあって位置付けていくことが必要ではない

のかなと思っているところでございますので、

その思いの一端を申し上げて答弁とさせていた

だきます。 

○議長（浅沼幸雄君） ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君） ただいまは、小項目の

１から３まで全部含めて20年間の思い出を語っ

ていただいたと思っております。 

合併時は３万４、５千人の人口があったと

思いますが、今は２万５、６千人という人口に

なりました。 

この小さな地方の一自治体の名声を高めた

のは、私は本田市長の功績が非常に大きかった

のではないかなというふうに思っております。 

最後の最後に、これからの遠野を創りあげ

て行く責務を担い苦労を共にしてきた市職員へ、

これまでの市政運営への慰労の言葉や激励の言

葉があったら伺います。 

○議長（浅沼幸雄君） 本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君） 瀧本議員の再質問にお

答えをいたします。 

先ほど最初の質問の中におきまして、ワク

チン接種の時の市職員の対応等についてお話し

をいただきました。多分職員も励みになると思

います。そのような形でちゃんと見てくれてい

るんだなと思うと、職員の皆さんもさまざまな

形で日常業務を抱えながらワクチン接種という

非常に大変な気遣い、心遣いを必要とする、ま

た、トラブルや事故があってはならないという

緊張感の中で対応しているわけでございますか

ら、そのような評価をいただいたってことは、

これは文字通り励みになりますし、また、頑張

れるということに、市民の皆様のためにってこ

とになるわけでございますから、本当に嬉しい

言葉でありました。 

そういったなかにおきまして、市職員との

なかにおきまして私もさまざまこの20年間取り

組んでまいりました。 

ときには市政課題の中で議論が深夜まで及

ぶときもありました。時計を見ると２時、３時

ということもありました。つい苛立って大声を

出して、そしてまた、市長という立場を忘れて、

適切な表現じゃないかもしれませんけども、怒

鳴り散らすということもありました。そのたび

に市長室にその該当職員を呼び込んで「申し訳

なかったな」ということを言いながら、そのよ

うな繰り返しの20年でもありました。 

しかし職員はしっかりとそれに向き合って

頑張っていただきました。だからこそ、さまざ

まな市政課題にも道半ばと言いながら一定の形

とさまざまな形での道筋が見出すことができた

んではないのかなと思っておりまして、ただた

だ感謝の言葉一言であります。 

それで、これは遠野市役所独自の制度であ

りますけども、早朝庁議ということを月曜日や

っております。ずっとこの20年間続けてまいり

ました。 

最初は７時半でありました。それを途中で

８時からにしようかということで行いました。

そしてあるときに「もうこれを８時半の通常に

戻そうか」という話しをしたときに職員から出

てきたのは「いや、月曜日は大事です、みんな

で情報を共有しながらそして１週間緊張を持っ

て市民のためにってことに向き合うんだから、
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やはり今までどおり早朝庁議を続けませんか」

という話しが職員のほうから出てまいりました。

非常に嬉しく思いました。 

そのようななかで、それぞれの立場のなか

で少ない人数のなかで懸命に市政課題に向き合

っているという部分については、私もこの20年

間のなかでいろんな形で、繰り返しますけども

道筋ができ、形を見出すことができたというの

は、もちろん議員各位のさまざまな御理解のた

まものではありますけども、職員もそれをしっ

かり受けながら真摯に業務に向き合ってきたと

いう一つの流れがそこにあったということであ

りますから、これをどのように表現すればって

いうなれば、ただただ感謝という言葉の一言で

あります。 

そのことをしっかりと私自身も自覚をしな

がら、これからも先ほど冒頭申し上げたとおり

コロナ対策に全力をあげて取り組んでまいり、

そのように考えているところでございますので、

よろしくお願いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君） ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君） 今回が通算43回目の市

長に対する一般質問となりました。毎回一般質

問をすればいいものではないという批判を受け

たこともありますが、首長に対する議員として

の市政への思いや提言を伝えられる貴重な機会

でありました。 

以上で私の一般質問を終わります。 

市長、長い間ありがとうございました。 

○議長（浅沼幸雄君） 質問者席消毒のため、

暫時休憩いたします。 

   午後１時22分 休憩 

────────────────── 

   午後１時23分 開議 

○議長（浅沼幸雄君） 休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

次に進みます。 

４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君） 無会派の佐々木敦緒

であります。行政区の再編並びに遠野市公共施

設等総合管理計画の２点を、一問一答方式によ

り市長に質問します。 

最初に、今期をもって御勇退なされます本

田敏秋遠野市長には市職員さらには農業委員会

会長、また、市議会議員としてお世話になり改

めて深く感謝を申し上げます。 

公務では、女性農業委員の登用にご理解い

ただき、市議会からの推薦及び選挙により遠野

市農業委員会は女性登用の率が高くなったこと

に併せ家族経営協定や農業者年金、全国農業新

聞の普及拡大が認められ農林水産大臣表彰。ま

た、菜の花やえごまの栽培など耕作放棄地解消

対策。さらに菜の花の搾油にまで進めた活動は

農林水産省農村振興局長賞と市当局と連携して

遠野市農業の振興を図ったことが思い出されま

す。 

さて、最初に行政区の再編について伺いま

す。 

市長は人口減少、高齢化社会を支える新た

な地域自治の仕組みづくりとして、地区セン

ターに指定管理者制度を導入など、小さな拠点

による地域づくりに着手され、すでに指定管理

または業務委託をしました。 

しかし、私はこれに疑問を感じています。

指定管理者制度を導入するのであれば、行政区

再編が先でしよう。それであれば地域運営組織

の体制が１年で変わるなど混乱が生じなかった

のです。再編後新たに地域維持を託された方々

で地域運営組織を組織し指定管理者となる。こ

れが物事の筋、手順ではありませんか。 

地区センターの指定管理を急ぎ行政区再編

を１年遅らせたその意図は何か。市長のお考え

を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君） 本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君） 佐々木敦緒議員の一般

質問にお答えいたします。一問一答方式という

ことでありまして、今取り組んでおります行政

区の再編について遅れた理由はということも含

めての御質問でありました。 
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これは繰り返しになりますけども、行政区

の再編計画は令和元年６月策定の行政改革、こ

れ地域づくりでありますけども、推進方針に沿

って検討が進められ令和３年１月に住民合意の

もとにまとめられたものであります。 

実施時期については、基本方針策定当時か

ら行政区長任期に合わせた令和４年４月施行と

いうことで、計画どおり進めてきたという経緯

があります。 

行政区再編は御質問にありましたとおり、

「小さな拠点による地域づくり施策」の一つで

あります。人口減少に伴い地域活動が非常にこ

のマンパワーも含めて困難になってきていると

いう状況を踏まえながら、早急に取り組まなけ

ればならない大きな市政課題でありました。 

地域づくりの取り組みは文字通りいろいろ

あるわけであります。その地域の特性もあるわ

けでございます。世帯数が減少し運営が難しく

なってくる自治会が顕在化していることから、

自治会中心から町あるいは地域、地連協ですね、

地連協での活動への転換を図ることが重要であ

ると考えたところであります。 

平成28年から「みんなで築くふるさと遠野

推進事業」の内容を大幅に見直しいたしました。

地区まちづくり一括交付金型補助金、300万円

でありますね、創設をいたしまして、町単位の

地域を支え合う事業等の取り組みを推進してま

いりました。 

さらには、令和３年度からでありますけど

も、地区センターの御質問にありましたとおり

指定管理制度に取り組むこととします本格的な

地域事業の全地区が移行したことから、これは

11地区とも指定管理者制度に移行したわけでご

ざいますから、一つの次の段階として行政区の

再編をするというところに踏み込んだというそ

の経緯があるわけでございますので、御理解を

いただければと思っております 

○議長（浅沼幸雄君） ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君） 踏み込んだという御

回答でございましたが、私には到底理解できま

せん。 

今これからお話ししますけれども、行政区

の統合というのは自治会長の数を減らします。

新たな自治会長の選出を巡ってですね既存の行

政区及び現職の区長間で混乱も予想されます。 

行政区間の調整は地域に任せるのか、それ

とも行政が何らかの手助けをするのかお考えを

お伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君） 本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君） すでにお示ししており

ますとおり、行政区の再編計画は今の現在の90

行政区から62行政区に再編されるという内容に

なっているところであります。 

再編後の新しい行政区を単位とする自治会

については、各地区で設立に向けて協議が始ま

っておりまして、本年12月の設立を目指し今検

討が進められているところであります。自治会、

そういったことによってよりまして新行政区自

治会における組織のあり方、あるいは代表者の

選出方法など地域の実情に応じて自治会が主体

的に決定するということになろうかというよう

に思っております。 

今ここで、しっかりとそれぞれの地域の

方々の志をしっかりこの中にまとめていかなけ

ればならないかと思っておりますので、今それ

ぞれの地域の中で真剣な議論が交わされている

いうように聞いているところでございますから、

それを踏まえながらアドバイスを行うというな

かで、しっかり官民の連携の仕組みを大事にし

ていきたいと思っております。 

自治会長の数が減るということに次ぐ対応

等、そういう一つのお話がありましたけども、

それを一つの方法としながら既存自治会そのま

まの存続、新たにそれらを包括する新行政区自

治会を協議する、これを混乱なく住民の皆様の

力をしっかり合わせながら移行するというとこ

ろに持ち込まなければならないかというように

思っておりますので、御協力をよろしくお願い

申し上げたいと思っております 

○議長（浅沼幸雄君） ４番佐々木敦緒君。 
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   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君） しっかりまとめると

いう御答弁でありましたが、私はこれも理解が

できないところであります。 

行政区再編まで残すところ６カ月あまり、

コロナ禍の対応からか地域では市や行政から

「説明がない」「一部の方々で決めているのか」

など不満の声がある。このような状態での再編

は禍根を残しはしないでしょうか。 

平成17年10月１日に市村は合併した。新し

いまちづくりを大義名分に合併特例債の活用が

過ぎたのか、17年して残ったのは大きな借金と

整備した施設の維持管理、これが財政を大きく

圧迫した。 

１人暮らしの高齢者や障がい者、免許証返

納者の通院、食料など生活必需品調達に際して

の交通手段の確保、見回り、住宅内の除雪や草

刈りなど福祉関連の業務需要が増え続け、行政

によるサービスに限界が生じてきた。そのため

小さな拠点と併せ行政区を再編してその業務を

地域に丸投げと私には見えます。 

しかし、私は市が描く姿になるには地域運

営組織が相当の覚悟と決意、知識を持って臨ま

ないと厳しいと思っています。 

各町の小さな拠点には、３名の給与1,000万

円、施設管理費約500万円、事業費50万円など、

1,550万円の指定管理料が市から毎年支払われ

る。これに地域まちづくり交付金300万円に地

域住民からの会費を含めると約2,150万円が地

域運営組織の年間予算です。 

指定管理料を地方交付税として考ると、ま

るで小さな拠点は町役場、この認識の基に創意

と工夫をこらして地域自治にあたれば効果は生

まれると期待しますが、逆に言えば小さな拠点

が旧態依然であれば指定管理者制度導入の効果

は期待できないということ。これからますます

進む少子高齢化、人口減少のなかで、福祉の増

進、生涯学習、地域維持等に地域運営組織と各

行政区は両輪となって特色ある地域づくりに立

ち向かっていただく必要があります。 

その活動拠点として地区集会所は重要な役

割を果たす施設となりますから、行政財産とし

て地区集会所は公費で維持管理することが必要

と私は考えますが、市長はどのようにお考えか

お伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君） 本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君） 先ほど申し上げました

とおり、今それぞれの行政区自治会の一つのあ

り方、新体制、自治会運営が滞りなく進められ

るように新たな支援制度も提案しながら、今年

でありますけども、５月の31日から区長連絡協

議会総会や６月の28日から全地区で区長、自治

会長などを対象とした説明会なども行っている

ところでございますので、この中でしっかりと

混乱しないように対応していかなければならな

いんじゃないのかなというように改めて思って

いるところであります。 

市のほうでも、支え合う小さな拠点推進本

部という組織を立ち上げまして、それぞれの関

係者がみんなバラバラじゃないように、地域と

向き合おうということで総務企画部長を本部長

といたしまして、市民センターあるいは健康福

祉部、教育委員会等も含めまして集まってそれ

ぞれのありよう、望ましい姿といったものを混

乱なく形作ろうじゃないかってことで進めてい

るところでございますから、一つこの部分につ

いてもよろしく御理解と御協力をお願い申し上

げたいと思っております。 

それで、質問でありますけども、この集会

施設等の維持管理といったことを交付税のよう

な形でしっかりとという話がありました。すご

く大事なことだと思っております。 

そういったなかで、現在地区集会施設は148

施設があります。このうちの施設の区分形態は、

一つは、市の公の施設として建設したもの。二

つ目は、消防コミセンように地区住民から多額

の寄付を受けて市の施設として整備したものが

二つ目としてあります。三つ目は、市の財産を

無償貸与しているものもあります。四つ目は、

地区所有のものという形で、四つに分類されて

おります。このとおりさまざまであります。 
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それを踏まえまして、これらの地域のこの

施設として使われていること。これはただいま

申し上げた四つの分類でありますけども、地区

の活動施設として使われていることであります

から、これまでも維持管理については各自治会

にいろんな形で御協力をいただきながら対応し

ているってことであります。 

したがって、このさまざまな維持管理とい

うことにつきましては、みんなで築くふるさと

遠野推進事業補助金を活用しながら地元負担を

含めてそれぞれの地域の判断をいただいておる

ってことになるわけでございますから、これも

一定の御理解をいただかなければならないんじ

ゃないのかなと思っております。 

もう一つは、行政財産である集会施設につ

いては将来の管理費負担の地域間の公平性を考

慮するということも一つ大事な立場であります、

視点であります。 

施設の集約等を進めていく必要がやっぱり

あるのではないのかなと思っておりますので、

十分にこれは地域の方々との合意形成、協議を

していかなければなりませんので、丁寧に説明

をしながらその時期や内容についてはそれぞれ

判断していくということになるのではないのか

なと思っておりますから、御理解もまたいただ

ければってことをお願い申し上げたいと思って

おります 

○議長（浅沼幸雄君） 四番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君） 私が考えていた通り

だなと、改めて市長の御答弁、残念に受けとめ

たところであります。 

さて、行政区の再編計画、地域運営組織等

一部には説明して、ただいま市長の答弁で区長、

自治会長等には説明しているということであり

ましたが、一部には説明して合意を得たのかわ

かりませんが、これも先ほどの答弁、住民から

今は今まで90ある行政区が62に減ると聞く。住

民も知ってます。 

自治会長は減るのですから、どこのエリア

から選出され民生委員や班長はどうなるんだ。

中心となる集会施設はどこの行政区のものにな

るか、全く不透明と不満の声が聞かれます。 

行政区の再編は住民との意思疎通ができていな

い状況からして、市や地区センターの説明が不

足していると私は受け止めています。 

地区住民は。行政区が再編されても既存の

集会施設は今まで通り使用できるし、説明もそ

うでしたから、公の施設なので行政が公費で管

理費を負担し維持すると楽観的声も聞かれます。

先ほどの市長の御答弁のように会費というよう

なことはほとんど考えていない。 

したがって、住民の解釈と市の思い、市長

の答弁とは乖離していると思われます。 

こうした現状からすれば、行政区再編はい

まだに地域に浸透しきれていないと思うのです

が、市長のご見解を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君） 本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君） ただいま行政区の再編

は住民に浸透してないのではないのかというよ

うなそのような認識での御質問がありました。

 これに限らず何でもそうでございますけども、

やはりこの丁寧にそしてまた、わかりやすく説

明するということがやはり基本でありますから、

それがまだ浸透していないという認識であれば、

やはりきちんとこれからの遠野あるいは持続可

能な地域コミュニティということをしっかり考

えながら、繰り返し申し上げますけども、少子

高齢化、人口減少という一つのこの時代の流れ

にどう向き合うのかとなれば、新たな制度、新

たなステージを作らなければならないというこ

とにしっかりと真摯に向き合わなければならな

いんじゃないのかなと思っております。 

ちなみに、令和３年３月議会でもこれは答

弁させていただいておりますけども、各地域に

おける行政区再編計画の説明会は延べで152回

に及んでおります。参加住民の方々は2,600人

の参加をいただき、住民合意というものを前提

にいたしまして、この１月に行政区再編計画を

取りまとめたという経過があります。 

先般も、地域経営会議を開催いたしまして、
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ただいま申し上げましたようないろんな仕組み

のあり方、行政区自治会を新たにどのようにバ

ックアップをしていくのか、どのような形で連

携を取っていくのか、どういう形でタッグを組

んでいくのかということについて地域経営会議

の中におきましていろいろ議論をいたしました。 

それらを踏まえながら、行政区再編により

統合した行政区自治会が今後どのような組織、

仕組みで自治会運営を行っていくのか、あるい

は集会施設の活用も含めて各地区でこれはしっ

かりとやっぱり考えていただこうと、そのため

には丸投げではない、やっぱり市としてもしっ

かりとその部分で向き合わなければならないと

いうことで確認をしているところでございます

ので、その過程のなかにおいてまだ浸透してい

ないとなれば、やはりしっかりとその現状を踏

まえながらやっぱりこれから地域のあり方、あ

るいは新しい制度がどのような意味合いを持つ

のか、何故にそのような形の制度に持ち込んだ

のかということについての説明は、やはりこれ

また、繰り返し行いそれぞれの地域の実情にし

っかりあったような仕組みに持ってくるという

ことがやっぱり大事じゃないのかなと思ってい

ます。ただそれは、行政区と自治会という形で

90を62という形になった部分のこの考え方は、

一つのベースになるなってことは言うまでもな

く当然でございますので、御理解いただければ

というように思っております。 

○議長（浅沼幸雄君） ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君） 丁寧な説明、丁寧な

という言葉、今回の議会でずいぶんお聞きしま

したが、丁寧な一方的な説明だけでは進まない

と私は考えます。ここには説明を踏まえて合意

を得ることが必要であろうと、これが重要とい

うふうに私は考えます。 

次に、遠野市公共施設等総合管理計画につ

いて質問します。 

去る６月定例市議会において、市が支出す

る公の施設の維持管理費等物件費は年間20億円

を超えており、財政事情の悪化を懸念した先輩

議員はこのことを一般質問した。 

市長は「本市の公の施設の指定管理料や光

熱水費等、每年度経常的に支出しなければなら

ない経費、物件費に係る経常収支比率は20.2

パーセント、 国の公表では全国の類似35団体

中1番の高さになっている。このことから既存

の施設でも思い切って廃止、解体、統合という

措置を取らなければ将来の費用負担の増加につ

ながりかねなく、昨年11月に策定した遠野市公

共施設等総合管理計画個別計画（後期）と各種

計画の整合性を図り、財政規模に見合った事業

計画と建物の有効活用に努める」と答弁された。

 私は、この答弁に強く憤りを感じました。市

長の言わんとすることを、私なりに要約すると

こうなります。「様々な施設を整備し指定管理

者に任せたら維持管理費が膨らみ財政事情が苦

しくなった。それで集会施設等は解体もしくは

地元自治会に移譲するしかない」こうなります。 

地方自治法の一部改正により、法人その他

の団体であれば指定管理者として管理を行わせ

ることができる規定が制定された。できる規定

ですから適用しなくていいものを本市はメリッ

ト・デメリットなど検証の手順も踏まずに無制

限に用い、揚げ句の果て指定管理者の経営が行

き詰まれば、その都度管理料を増額した。これ

によって物件費が膨張し財政事情悪化という結

果を招いた。私はそのように見ています。 

遠野市監査委員から提出された遠野市が出

資している法人の監査結果報告書でも各法人の

経営努力の継続が記されている。  

本市で指定管理する施設は前代からの引き

継ぎもあるが、20年という長い執政の間に、執

政は失敗の政治ではなくて行ってきた政治であ

りますが、執政の間に設けたものが数多い。 

整備した市長には、市民の財産である施設

を「健全に維持」する義務がある。そのために

は、指定管理者制度の費用対効果を充分に検証

し、場台によっては観光関連施設等は民間企業

等へ管理委託や移譲など思い切った舵切りが必

要であった。進化まちづくり検証委員会からも

そのように指摘されたではありませんか。 
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結論として言いたいことは、財政事情の悪

化を招いたのはどこにあるのか、これの検証が

先にあるべきこと、それもしないで財政事情が

厳しいからと安易に市民の財産 である集会施

設等の解体、もしくは地元自治会へ移譲などを

計画する遠野市公共施設等総台管理計画個別計

画（後期）は、市民との合意を欠いた上意下達

のもので、民意を無視した恣意的な計画という

ことであります。 

確認しますが、集会施設等を地元自治会へ

移譲とは、先ほど少し答弁で触れましたけれど

も、移譲とは払い下げるからあとは各々の「身

の丈に合わせて」会費等を徴収して管理や修繕

をして下さいと言うことでしょうか。市長のお

考えをもう一度お伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君） 本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君） 合併から16年という時

の経過を経ました。さまざまな形で繰り返し述

べているわけでございますけども、高度経済成

長時代、あるいはバブル時代、さまざまな形で

先人が努力した施設、そしてまた、人口減少と

いうよりも人口がまだ増加傾向にあったときの

やはり勢いというものがあったということを踏

まえれば、今この2021年、令和３年という時代

は何を求めているかとなれば、やはり発想の転

換、そしてまた、いろんな施設の新たな位置付

けといったことがやっぱり必要ではないのかな

というように思っております。 

ただいまありましたとおり、いろんな形で

そのあるべき姿を求めていかなければならない。

ただいま質問の中で財政悪化という言葉もあり

ましたけども、これはその財政悪化という言葉

のなかでの一言で片付けるわけにいかない。や

はりどのように健全財政を維持しながらこうい

った課題に向き合うのかってことをやっぱりみ

んなで考えていかなければならない。もちろん

市がしっかりと方針に基づいて決断をし方針を

理解してもらうってことになるわけでございま

すけども、ちなみに公共施設等総合管理計画に

おける地区集会施設としては111施設がありま

す。そして地区集会施設は各自治会が管理を受

け運営を行っており、建物修繕についても一括

交付型補助金を活用しながら地元負担も含めた

改修工事等を各自治会で行っていただいており

ます。 

今後も同様の管理を行っていくこととなる

のではないかなと思っています。ただ人口減少

が進むなかで、この施設の集約はやはり進めて

いかなければならないってことはやはり避けて

通れない一つの流れではないのかなと思ってお

りますので、その時にはただいま御質問ありま

したとおり民間に利活用お願いするとかさまざ

まな手法があるわけでございまして、これは全

国的にもどの市町村でも同じような課題を抱え

ておりますので、その辺のいろんな情報を取り

ながらそれぞれの地域、それぞれの地区に合っ

た、そのような新たな一つの維持管理のあり方

といったようなものを思いきり大胆に発想を転

換して対応していかなければならない、そのよ

うな時代に入っているのではないのかなと思っ

ておりますので、そこにはやはり最終的には住

民合意の基に市の英断があり決断があるってこ

とにやっぱりなってくるのではないのかなとい

うように思っているところでございますから、

その辺のところの一つのためには、より地域事

情にしっかりと精通というか把握をしながら対

応していくということになろうかと思っており

ます。 

〇議長（浅沼幸雄君） ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

〇４番（佐々木敦緒君） 去る令和３年７月３

日に静岡県熱海市で発生した土石流、また、８

月中旬の停滞前線の影響で長崎県や長野県など

で連日記録的な激しい雨により、尊い命と財産

が一瞬にして失われました。 

近年、地球規模で記録的な豪雨や猛暑など

異常気象が頻発しています。 

このようななか、遠野市消防本部では「土

砂災害や水害から自らの命、家族の命を守るた

めに」と、地域の長老から土砂災害や水害の故

事、履歴の聞き取り調査を行い、その情報を基
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に土石流危険エリアや急傾斜地危険エリア、浸

水想定区域の図示に加え、指定緊急避難所及び

指定避難所までを地図化した「我が家の防災マ

ニュアル」ともいうべき「遠野市土砂・浸水八

ザードマップ」を作成して全戸に配布しました。

改めて、消防の活動によって市民の安心・安全

が守られていると強く感じております。 

さて、質問でありますが、市内の指定緊急

避難所及び指定避難所になっている公の施設は、

避難した際に不便を感じないよう施設管理者は

適正に管理していると思いますが現状はいかが

でしょうか、お伺いします。 

〇議長（浅沼幸雄君） 本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

〇市長（本田敏秋君） これはそれこそ地区の

よりどころとしての地区センターの中において

の避難という部分、安心安全を確保しなければ

なりません。 

したがって、ただいま御質問にありました

とおり、この指定避難所に、緊急避難避難場所

に指定されている所の施設の管理は万全かとい

うことでありましたので、日ごろから日常業務

の中で対応しております消防本部消防長のほう

から現状等について御答弁申し上げますので御

了承願います。 

〇議長（浅沼幸雄君） 消防本部消防長。 

〇消防本部消防長（三松丈宏君） 命により答

弁いたします。 

施設は施設管理者により維持管理され、市

は防災訓練の機会を通じて管理状況の把握に努

めております。 

市は過去の災害状況や新たな知見等を踏ま

え、避難場所等の指定について必要に応じて随

時見直しを行っております。 

指定緊急避難場所は、災害が差し迫った状

況や発災時に居住者が避難し身の安全を確保す

る場所としております。 

指定避難所は、被災者が一定期間、避難生

活を送るための施設でもあります。 

これらは災害対策基本法に基づくもので、

遠野市地域防災計画で行政区の集会所、地区セ

ンター、学校体育館等、広く公に開放され住民

に認知されている施設を指定しております。 

指定する際は、建物の管理者の同意を得る

とともに、避難場所・避難所である旨の標識を

施設に掲示して周知を図っているところです。

 仮に指定緊急避難場所・指定避難所として災

害対策基本法に定める基準に適合しなくなった

場合は指定を取り消し、県に通知し公示しなけ

ればならないこととなっております。 

以上で答弁を終わります。 

〇議長（浅沼幸雄君） ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

〇４番（佐々木敦緒君） 違うんですよ、私の

質問は。横の連絡で指定避難所なっているんだ

と。そうしたら施設管理者の遠野市長は、避難

しても不便を感じないようにきちっと施設を管

理しなきゃいけない、違いますか。今の答弁を

求めたものではありません。 

続いて質問します。消防法第２章、火災の

予防、第４条によるものと思われますが、指定

避難所になっている中斉ふれあいセンターに消

防署の立ち入り検査があった。その際、火災報

知器及び誘導灯が作動していない事実が発見さ

れ、施設管理者である市長に消防署から文書で

通知した。 

この顛末を市長は認識されておられるのか

お伺いします。 

〇議長（浅沼幸雄君） 本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

〇市長（本田敏秋君） 市長という立場のなか

で市長が全てを仕切っているわけではありませ

ん。もちろん責任もあり権限を持つなかにおい

て、しっかりと責任を果たさなければならない

ということは当然であります。 

しかし、その責任を果たし役目を果たすと

いうことは、行政としての組織のそれぞれの部

署がしっかりとそれに向き合うということがや

はり基本なわけでございますので、先ほど消防

長のほうに答弁を求めたってことはそのような

認識のなかでやっているわけでございますから、

市長して答弁から逃れたということではないと
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いうことをよく御認識をいただければというよ

うに思っております。 

ただ今のこの火災報知器なり誘導灯の問題

も、これも消防本部として日常業務としてしっ

かりとパトロールしながら対応しているところ

でございますので、今の現状を消防本部消防長

のほうから御答弁申し上げます。 

〇議長（浅沼幸雄君） 消防本部消防長。 

   （「議事進行」と呼ぶ者あり） 

〇議長（浅沼幸雄君） 議事進行、佐々木敦緒

君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

〇４番（佐々木敦緒君） 私が質問したのはで

すね、誘導灯が作動していない、火災報知機が

作動していない、この事実を施設管理者である

本田敏秋市長は文書でもらってますから認識し

ておられますかという質問でございますので、

消防署には答える義務も。どういう答えをする

んでしょうか。市長に私は質問であります。議

長。 

〇議長（浅沼幸雄君） 本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

〇市長（本田敏秋君） どのように認識されて

いるかとなれば、組織でありますからちゃんと

報告をもらい、あるいは情報も入るということ

になっているわけでございますから、今の現状

を消防長が丁寧に口頭で申し上げたところでご

ざいますので、それをいらないというのであれ

ば、十分認識しておりますことをもって答弁と

いたします。 

○議長（浅沼幸雄君） ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

〇４番（佐々木敦緒君） 冷静な神聖なる議場

ですからやり取りをしていきたいものでありま

すが、認識しておったということであります。 

消防署から不備を文書通知された公の施設。

この施設、以前から雨漏りがあったが、修繕さ

れず放置されてきた。漏電の恐れがあるとどな

たかが電源を元から切った。これによって火災

報知器及び誘導灯が作動しない、室内の電気も

つかない。これでは冬場の寒いときに避難した

際、暖も取れない、トイレの使用も支障がある、

暗い、これで地域活動や避難所としての役割が

果たせると思いますか。 

せっかく消防から横の連絡があったのです

から、施設管理者の市長は素早くその担当部署

に命じて修繕すべき、これが常識ではありませ

んか。コロナ禍から、三密を避けることのでき

る広い施設の確保が重要との教訓があります。 

市長には市民の命と健康・財産を守る使命

がありながら、地域住民には説明もせずに電源

を切ったその理由について伺います。 

○議長（浅沼幸雄君） 本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

〇市長（本田敏秋君） 繰り返し申し上げてい

るわけでございますけども、それぞれの部署が

しっかりと向き合いながら市民の安心安全を確

保しているっていうところに全力を挙げている

ということは御案内のとおりであります。知っ

ているか知っていないかとなれば、全てが知っ

ているわけではありません、全てを把握してい

るわけではありません、正直申し上げます。私

も万能ではありません。それぞれの立場の責任

者がしっかりと向き合うということになって、

それが市としての向き合い方ということになる

わけでございますから、これは言い方間違えば、

責任逃れかということになるかと思っておりま

すけども、その責任を逃れるということで申し

上げているわけではありません。最終的には市

長の責任であるということは当然であります。 

そのようななかで、住民の知らないなかで

ブレーカーも落とされているというそのような

話もありました。それぞれのやっぱりケースバ

イケースではないのかなというように思ってお

りますので、繰り返し申し上げますけども、丁

寧に安心安全のために地域住民にしっかりと向

き合うなかで、やっぱりこのような対応をきめ

細かく行っていくというところに、なおいっそ

う意を用いてまいりたいと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君） ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

〇４番（佐々木敦緒君） これは重大なことで



－ 78 － 

あります。消防署からの文書が担当課から市長

に届いていない、これが行政でしょうか。 

中斉ふれあいセンターは公の施設、市での

直営管理または外部に委託どちらかと認識しま

すが、本施設の管理方法はどのようになってい

るかお伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君） 本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

〇市長（本田敏秋君） 管理業務契約を自治会

と締結をいたしまして、自治会に管理をしてい

ただいております。施設の形態はさまざまであ

りますけども、もっぱらその地域の活動施設で

あるので、これからも自治会としっかりと連携

を取りながら管理をしていただくってことにな

るのではないのかなと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君） ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

〇４番（佐々木敦緒君） 自治会との管理契約

ということでした。しからば管理費はどのよう

に算定され支払いはどちらにされてきたのか伺

います。 

○議長（浅沼幸雄君） 本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

〇市長（本田敏秋君） さっき答弁したとおり

でありますけども、管理については、原則自治

会で費用負担としていただいております。市は

一部管理費については行政区事務費交付金で、

修繕費については一括交付型補助金で活用する

方法などで支援しているってことでございます

ので御理解をいただきたいと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君） ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

〇４番（佐々木敦緒君） 支払い方法ちょっと

疑問が残りましたが、与えられた時間がありま

せんので進めます。 

地域では雨漏りの修繕を申し入れた。 

管理する担当課からは、修繕費用が莫大で

難しい。物置にするとか老朽化しているから解

体の計画など支離滅裂な回答で民意に耳をかさ

なかったという。 

これは市長が日ごろよく使われる市民目線

でありましょうか。 

本施設は、国の補助を受けた一部鉄筋コン

クリート造り。記憶では平成６年度完工ですか

ら耐用年数には至っていないと認識します。 

私は市議会の場で、「指定避難所になって

いる」「修繕等が必要」と申し上げてきました。 

現地調査は実施され、使用できる状態に修

繕されておられるのかお伺いします 

○議長（浅沼幸雄君） 本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

〇市長（本田敏秋君） それぞれ定めた計画に

よりまして、しっかりと進行管理をしながらそ

れぞれこの計画に基づいての進行管理を行い、

それぞれの判断に基づいて譲渡なり解体なり有

効利用なりというところにやっぱり持ち込むと

いうことがやっぱり基本じゃないのかなと思っ

ておりますので、そのことを繰り返し申し上げ

て答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君） ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

〇４番（佐々木敦緒君） しっかり答えていた

だきたい。先ほどの同僚議員の鱒沢地区セン

ターについてもでしたが、全然答弁になってい

ません、質問に対して。私もこの質問を作るの

にいくら努力して勉強して作ったんですか。そ

れに対してきちっと答えていただかなければと

いう気持ちが強くあります。 

合併前、達曽部第５、６、７区、三つの行

政区は旧中斉小学校学区で中斉自治振興会を形

成しスポーツを通しての健康管理、郷土芸能の

伝承等文化活動、収穫祭、敬老会、演芸会など

に講堂を使用してきた。 

老朽化から中斉ふれあいセンターが整備さ

れ、その後指定避難所にもなったと認識します。 

合併で中斉自治振興会はなくなりましたが、行

政区再編計画で前の姿に戻り、再度この施設は

地域活動の拠点として目される時に、遠野市公

共施設等総合管理計画で計画される126施設の

中で、この施設は解体もしくは地元自治会へ移

譲の対象となっています。 

人材の確保及び育成、雇用機会の拡充、住
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民福祉の向上、地域格差の是正等に寄与するこ

とを目的に「過疎地域の持続的発展の支援に関

する特別措置法」いわゆる過疎法が制定された。

この法律で講じる国で負担する財政措置として

過疎対策事業債があります。 

合併前の旧宮守村は過疎地域に指定されて

いたが、旧遠野市は指定から外れていた。合併

により新遠野市全体が過疎地域指定となり過疎

対策事業債活用が可能となった。しかし特別措

置法の目的からすれば、過疎対策事業債はまち

なか再生や文化施設の整備等一部の地域に偏る

ものではなく、宮守町などの周緑部に傾斜して

予算配分する配慮が必要と私は考えます。 

同僚議員が一般質問した鱒沢地区センター

新築の予算としてこの財源も考えることができ

たと、私は思っています。 

このように計画を立て予算措置すれば、指

定避難所にもなっている施設を解体する必要は

ない。維持する財源を見つけ出す。それが市長

のそして行政の役割、腕ではありませんか。  

よって遠野市公共施設等総台管理計画、個

別計画(後期)は、見直しが必要と私は思います。 

修繕の財源として過疎対策事業債の活用、

もしくは予備費を充当しても早急に修繕を図る

べき。これが市長に託された業務と私は思うの

でありますが、お考えを伺います 

○議長（浅沼幸雄君） 本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

〇市長（本田敏秋君） 考えをということでご

ざいますので、ちょっと今の現状のなかからお

ける一つの基本的なスタンスを申し上げたいと

思っております。 

遠野市公共施設等総合管理計画、これ個別

計画も含めてでありますけども、における集会

施設の管理に関する考え方は、今後のニーズを

見据えつつ適正な施設数、配置及び機能を維持

していくため地元自治会に譲渡もしくは解体を

進めることとし、スケジュールとしては令和８

年度以降に譲渡検討ということに位置付けてお

ります。 

市は、人口減少社会への対応を急ピッチに

進めていかなければなりません。そういう現状

をしっかり認識しなければなりません。これま

での考え方ややり方を見直していかなければな

りません。そうでなければ地域が成り立たなく

なります。 

このことをしっかりと共有しながらやっぱ

りこの課題には向き合わなければならないかと

思っております。 

現在進めている小さな拠点による地域づく

りは、地区センターを拠点として町、地区単位

で新たな仕組みを構築する一つの取り組みであ

ります。 

よって地区集会施設についても、新たな考

え方で維持管理する体制をやはりみんなで考え

構築していかなければならないんじゃないのか

なというように認識しているところでございま

すので、その考え方を申し上げて答弁といたし

ます。 

○議長（浅沼幸雄君） 10分間休憩いたします。 

   午後２時14分 休憩 

────────────────── 

   午後２時24分 開議 

○議長（浅沼幸雄君） 休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

引き続き一般質問を行います。 

４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

〇４番（佐々木敦緒君） 私に与えられた市民

の代表として貴重な30分の質問時間。市民の皆

様からいろんな御意見をお聞きし、自分で考え

これを作文にしてこの議場で質問させていただ

いています。この質問になんら答弁がなってい

ない、非常に残念であります。できないならこ

ういうことでできないと、修繕は計画変更する

とかじゃなくて修繕をしないと市民の皆様が避

難した際に困るんだと。中斉小学校の講堂で敬

老会とかいろんなことをやってきた、その施設

を解体する。 

市長の答弁は先ほど、解体等をしなければ

地域が成り立たないという全く矛盾、理解不能

な御答弁をいただきました。むしろ行政は地域
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活性化のためにこういう施設を維持して地域の

方々にたくさん使っていただいて、よき人材・

地域を明るく魅力のあるものにしてそうさせて

いくんだってそういうふうに考えるのが市長の

役割ではないですか。全く一方的な答弁に終始

されて、まったく議員の私たちの質問にはじら

してばかりでやる気が感じられない、どうなん

でしょうか。 

最後の務めとして、「これは修繕しなきゃ

いけない」「担当課どうして報告義務を怠った」

「報告義務違反だ」そういうふうなことができ

ないんですか。 

最後の質問に行きます。遠野市10年後の人

口と税収はシミュレーシヨンしていると思いま

すが、それを無視して箱物づくりに前のめり。

先ほどの同僚議員の一般質問で「多くの事業に

取り組んだ」自慢げに紹介されましたが、20年

間で整備してきた施設の維持管理費がこれから

市民の肩にずっしり重くのしかかる。これを市

長はどのように思われるか。 

まちなか再生の名の下に、あすもあ遠野や

こども本の森遠野など建物関連の整備には予算

が惜しみなく注がれた反面、宮守町民の悲願で

あった「情報ビジネス校の利活用」はついに実

現しなかった。町民は無念さを胸にしています。 

そればかりか鱒沢地区センターも建築され

ない。宮守町民思い出の場、宮守総合センター

は解体されＪＡ花巻宮守支店の移転、それも数

年して統合になった始末、移転跡地はいまだ未

整備。 

下宮守の下郷や新町の街中市道のL型側溝が

劣化して危険状態でも補修をしない。地域の核

として使用している集会施設は解体もしくは地

元自治会への移譲を検討の始末、全く不可解な

施策の連続、果たして本田市政、遠野市に特に

も宮守町に対し一体何をなしえたのでしょうか。

合併したら宮守の活気がみるみる失われていっ

たと虚しさを訴える町民の声が私の胸に響きま

す。 

この状況を何と見ますか、本田敏秋遠野市

長へ最後となる一般質問、これの御所見を伺い

たい。 

○議長（浅沼幸雄君） 本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

〇市長（本田敏秋君） お答えを申し上げます。

遠野市公共施設等総合管理計画は財政状況や建

物の老朽化を踏まえ、将来見込まれる維持管理

費用の削減及び平準化を図るために計画されて

いるということであります。 

これは単なる市長が勝手に決めたわけでは

ありません。それぞれの担当が地域の方の現状

を把握しながら定めたという計画になっている

わけでございまして、宮守町がうんぬんってこ

とではありません。遠野は一つであります。い

ろんなバランスを考えなければなりません。い

ろんな地域事情も考えなければなりません。そ

れをもって宮守町の活気がどんどん失われてい

くということは私は不本意であります。そのよ

うな認識は全くありません。さまざまな形で宮

守町のほうにもいろんな形でいろいろ配慮しな

がら、きめ細かく対応してきたつもりでありま

す。それが通じないといのであれば、まだまだ

私の努力が足りなかったということになろうか

というように思っておりまして、人のせいにす

るつもりはありません。 

しかし、公平であり公正でありそして公開

であるというこの原則は一度たりとも崩したこ

とはありません。それがやっぱり姿勢でありま

す。 

それをしっかりと踏まえながら、特定の地

域だけをどうのこうのということではないわけ

であります。 

何でもそうでございますけども、一つの核

を作りながらそれをネットワークにクラスター

状態に、そしてそれを有機的な連携の中で持ち

つ持たれつの関係を作っていくということが地

域づくりであり施設整備なわけであります。 

そのようなことを踏まえると、今の施設を

どのように持っていったらいいだろうかと今も

お話がありました。 

ＪＡ花巻の跡地の問題、さらには情報ビジ

ネス校の問題、いろんな午前中も鱒沢地区セン
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ターの話しで盛んに議論をいたしました。何も

それを否定するわけではありません。すぐに建

てれば建てられるわけであります。 

しかし、やはり将来を見据えたという部分

もしっかり持たなければならないわけでありま

す。最初から鱒沢第３区だけの施設にするわけ

にはいかない、鱒沢のコミュニティをどうする

んだってことをみんなで考えようじゃないかっ

てことに一定の時間を費やしているという部分

があるわけでございますから、自分でももどか

しさを感じながら、しかしやらなきゃならない

という部分で対応しているわけでございますの

で、今の集会施設の問題もただ解体とか何とか

ではありません。 

情報ビジネス校の問題も何度も議論してま

いりました。しかし県とのハードルがあまりに

も高い、利活用というところに持ち込んだ場合

に、「これはだめだ」という問題がぶつかって

くる。 

しかし、そのなかにあってもいろんなｍｍ

１を中心にどうしたらいいだろうかと。やはり

達曽部であれば稲荷穴という部分の地域資源を

活かし、ワサビという地域資源を活かし、どう

地域おこしをしていったらいいだろうかってこ

とを常に考えてやっているわけでございます。 

そのような一つの地域バランスを考え、そ

れを一つのネットワークにしながら総合力とい

う力に持ってくるということになるわけでござ

いますから、達曽部の中斉というものもその中

にしっかりと踏まえながら、どうすればいいか

ってことについて担当のほうでも現地で何度も

足を運びながらどのように持っていったらいい

だろうかということを盛んに検討しているとこ

ろでございますから、地域住民の方々の創意を

まとめ、地域住民の方々のきちんとした意見を

まとめ、われわれ行政ともしっかりタッグを組

むっていう役割を議員としてこれまでも果たし

てきているかというように思っておりますけど

も、その辺の役割をあらためて御期待を申し上

げたいと思っておりますので、よろしくお願い

いたしまして答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君） ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君） ありがとうございま

した。引き続き頑張ってまいりたいというふう

に思っています。 

本田敏秋市長の今後益々の御活躍と御健勝

を祈念いたしまして、９月定例会、私の一般質

問を終わります。 

○議長（浅沼幸雄君） これにて一般質問を終

了いたします。 

────────────────── 

   散  会 

○議長（浅沼幸雄君） お諮りいたします。本

日の会議はここまでとし散会いたしたいと思い

ます。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅沼幸雄君） 御異議なしと認めます。

よって、本日はこれにて散会いたします。御苦

労さまでした。 

   午後２時34分 散会 
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